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八
丈
町
長
　
浅
沼
道
徳

八
丈
町
企
画
財
政
課
長

山
下
奉
也

八
丈
町
住
民
課
長
　
山
越
整

●
5
月
２９
日

成
田
か
ら
ロ
ン
ド
ン
を
経
由
し

て
、
午
前
10
時
マ
ン
島
空
港
に
到

着
。
マ
ン
島
議
会
の
議
長
一
行
の

出
迎
え
を
受
け
な
が
ら
飛
行
機
を

降
り
る
と
吐
く
息
が
白
く
、
早
く

も
肌
寒
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
い
た
バ
ス
で

キ
ャ
ッ
ス
ル
タ
ウ
ン
へ
移
動
。
イ

ギ
リ
ス
の
道
路
は
日
本
と
同
じ
左

側
通
行
な
の
で
石
造
り
の
街
並
み

で
異
国
の
趣
き
を
味
わ
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
街
並
み
を
眺
め
て

い
る
と
、
何
や
ら
遠
く
で
爆
音
が

鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。
バ
イ
ク

の
排
気
音
で
す
。

キ
ャ
ッ
ス
ル
タ
ウ
ン
は
、
プ
レ

Ｔ
Ｔ
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
と
い
う
一
周
６
・
８
㎞
の
コ
ー

ス
を
走
る
舞
台
と
な
る
街
な
の
で

す
。
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
島
を

ま
ず
耳
か
ら
感
じ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
ス
ル
タ
ウ
ン
の
古
城
を

視
察
し
た
後
、
一
行
は
バ
ス
に
て

プ
レ
Ｔ
Ｔ
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
の
コ
ー
ス
を
走
り
ま
し

た
。
一
周
す
る
間
の
景
色
は
、
な

だ
ら
か
な
牧
草
地
帯
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
街
中
を
少
し
外
れ
た

場
所
に
レ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

呼
ば
れ
る
二
階
建
て
プ
レ
ハ
ブ

（
大
会
本
部
）
が
あ
り
、
そ
こ
が

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
で
す
。

道
路
は
、
幅
も
決
し
て
広
い
と
は

言
え
ず
、
普
通
に
歩
道
（
段
差
）

も
あ
り
、
ま
れ
に
鉄
製
の
排
水
溝

の
蓋
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
我
々
が
一
番
気
に
し
て
い
た

安
全
対
策
は
、
電
柱
の
多
く
に
は

ク
ッ
シ
ョ
ン
が
巻
か
れ
て
い
る
も

の
の
、
道
路
脇
の
石
垣
に
は
曲
が

り
角
や
危
険
箇
所
と
予
測
さ
れ
る

場
所
以
外
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
途
中
、
緊
急

時
対
応
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
野
原
に

待
機
し
て
い
ま
し
た
が
、
事
故
に

は
２
分
で
対
応
可
能
と
の
こ
と
で

し
た
。
コ
ー
ス
上
に
は
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
の
ほ
か
に
、
曲

が
り
角
付
近
の
見
ご
た
え
が
あ
り

そ
う
な
場
所
に
簡
易
ス
タ
ン
ド
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
に
て

バ
ス
を
降
り
、
す
ぐ
に
ク
ッ
シ
ョ
ン

に
近
づ
い
て
み
る
と
。
ク
ッ
シ
ョ
ン

ひ
と
つ
の
大
き
さ
は
、
横
70
㎝
・

縦
１
２
０
㎝
・
奥
行
き
40
㎝
位
で

中
身
は
わ
ら
で
し
た
。
そ
し
て
自

分
の
足
元
の
道
路
の
状
態
を
見
る

と
八
丈
島
の
方
が
状
態
が
良
い
よ

う
に
思
え
ま
し
た
。

午
後
１
時
過
ぎ
、
20
台
近
い
オ
ー

ト
バ
イ
が
合
図
と
同
時
に
ス
タ
ー

ト
。
も
の
の
５
分
前
後
で
再
び
目
の

前
を
オ
ー
ト
バ
イ
が
通
り
過
ぎ
ま

す
。
こ
の
音
と
ス
ピ
ー
ド
の
臨
場
感
、

し
か
も
、
一
般
の
道
路
の
公
道
と
い

う
状
況
は
今
ま
で
に
体
感
し
た
こ
と

の
な
い
感
覚
で
し
た
。

最
終
の
曲
が
り
角
に
場
所
を
移

し
レ
ー
ス
観
戦
。
ス
ピ
ー
ド
を
減

速
し
、
コ
ー
ナ
ー
を
曲
が
っ
て
再

び
加
速
す
る
場
所
で
あ
り
、
レ
ー

サ
ー
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
ラ
イ
バ
ル

と
の
駆
け
引
き
が
観
客
を
魅
了
し

て
い
ま
す
。

次
は
Ｔ
Ｔ
レ
ー
ス
の
グ
ラ
ン
ド

ス
タ
ン
ド
へ
移
動
。
途
中
、
キ
ャ

ン
プ
場
が
多
く
目
に
付
き
ま
す
。

レ
ー
ス
出
場
関
係
者
や
観
戦
客
が

キ
ャ
ン
プ
を
す
る
と
の
こ
と
。
レ

ー
ス
期
間
中
の
来
島
者
を
宿
泊
施

設
の
み
で
は
受
け
入
れ
き
れ
な
い

た
め
キ
ャ
ン
プ
場
が
20
ケ
所
近
く

あ
る
ほ
か
、
民
泊
も
積
極
的
に
活

用
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

Ｔ
Ｔ
レ
ー
ス
、
正
式
に
は
マ
ン

島
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・

レ
ー
ス
は
、
１
９
０
７
年
に
そ
の

歴
史
が
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
レ
ー

ス
コ
ー
ス
は
、
ダ
グ
ラ
ス
を
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
し
た
一
周
６０
・

７
㎞
、
高
低
差
約
４
５
０
ｍ
で
、

直
線
で
の
最
高
速
度
は
２
０
０
㎞

も
で
ま
す
。
我
々
が
マ
ン
島
を
訪

れ
た
前
後
の
一
週
間
が
公
式
練
習

に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
本
番
同
様

道
路
を
封
鎖
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

夕
方
と
い
っ
て
も
午
後
７
時
（
こ
の

時
期
の
日
没
は
10
時
以
降
）か
ら

公
式
練
習
が
始
ま
り
、
本
番
の
ス

タ
ー
ト
順
位
を
め
ぐ
る
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
レ
ー
ス
の
運

営
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
（
保
安
要

員
、
記
録
、
救
護
、
医
師
等
々
）

は
、
ほ
ぼ
全
員
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で

あ
り
、
総
数
１
５
０
０
人
、
そ
の

う
ち
医
師
が
60
人
も
世
界
各
国
か

ら
集
ま
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で

す
。さ

て
、
い
よ
い
よ
公
式
練
習
ス

タ
ー
ト
。
石
原
都
知
事
が
ス
タ
ー

ト
フ
ラ
ッ
グ
を
振
り
下
ろ
す
と
、

一
番
手
で
あ
る
日
本
人
レ
ー
サ
ー

前
田
淳
氏
が
発
進
（
こ
の
時
は
、

イ
ギ
リ
ス
・

マ
ン
島
レ
ポ
ー
ト
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数
秒
間
隔
で
２
台
ず
つ
ス
タ
ー

ト
）。
こ
の
爆
音
、
プ
レ
Ｔ
Ｔ
ク

ラ
ッ
シ
ッ
ク
よ
り
も
激
し
く
、
ま

さ
に
血
が
騒
ぐ
と
い
う
感
覚
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
一
番
手
の
前
田

氏
が
途
中
で
事
故
と
い
う
情
報
が

入
り
、
幸
い
命
に
別
状
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
我
々
一
行

が
日
本
へ
帰
国
し
た
翌
週
に
残
念

な
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

●
5
月
３０
日

マ
ン
島
政
府
首
相
表
敬
訪
問
後

バ
ス
で
一
周
60
・
８
㎞
の
Ｔ
Ｔ
レ

ー
ス
の
コ
ー
ス
を
走
行
、
雄
大
な

牧
草
地
帯
を
走
り
な
が
ら
マ
ン
島

政
府
観
光
レ
ジ
ャ
ー
局
デ
リ
ッ
ク

氏
に
よ
る
解
説
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。
コ
ー
ス
全
体
で
２
６
４
ケ
所

の
カ
ー
ブ
、
３
５
０
ケ
所
の
標
識

撤
去
、
延
べ
10
㎞
の
セ
ー
フ
テ
ィ

バ
リ
ア
、
そ
も
そ
も
レ
ー
ス
の
始

ま
り
は
マ
ン
島
が
独
自
の
法
律
を

持
っ
て
い
る
た
め
道
路
封
鎖
を
イ

ギ
リ
ス
の
許
可
を
必
要
と
せ
ず
で

き
た
等
々
歴
史
と
規
模
を
感
じ
る

話
で
し
た
。
マ
ン
島
の
首
都
で
あ

る
ダ
グ
ラ
ス
の
市
長
ク
ウ
ィ
ー
ク

氏
へ
の
表
敬
訪
問
を
最
後
に
、
石

原
都
知
事
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

に
向
け
た
調
査
の
た
め
我
々
と
別

れ
ロ
ン
ド
ン
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。

●
5
月
３１
日

石
原
都
知
事
と
別
れ
た
我
々
マ

ン
島
調
査
班
は
、
マ
ン
島
観
光
レ

ジ
ャ
ー
大
臣
ク
リ
ト
ニ
ー
氏
と
Ｔ

Ｔ
レ
ー
ス
主
催
団
体
マ
ン
ク
ス
・

モ
ー
タ
ー
・
サ
イ
ク
ル
・
ク
ラ
ブ

を
表
敬
訪
問
し
、
レ
ー
ス
の
概
要

や
運
営
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。

マ
ン
島
は
、
面
積
が
八
丈
島
の

約
８
・
２
倍
、
人
口
７
６，

０
０

０
人
で
す
が
、
こ
こ
21
年
間
も
の

間
、
経
済
成
長
率
年
６
％
を
継
続

し
て
い
る
と
い
う
実
に
驚
異
的
な

自
治
体
で
す
。
国
債
は
ト
リ
プ
ル

Ａ
の
格
付
け
、
船
舶
管
理
世
界
第

二
位
、
マ
ン
島
議
会
は
世
界
で
最

古
の
議
会
と
い
う
お
ま
け
つ
き
。

マ
ン
島
全
体
が
牧
草
地
帯
と
い
う

こ
と
か
ら
も
牛
や
羊
の
酪
農
や
、

漁
業
で
は
ニ
シ
ン
を
燻
製
に
し
た

ケ
ッ
パ
ー
と
呼
ば
れ
る
特
産
品
生

産
及
び
観
光
業
が
盛
ん
で
す
。
政

策
的
に
法
人
税
ゼ
ロ
及
び
所
得
税

低
率
課
税
が
功
を
奏
し
て
、
金
融

産
業
や
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
産
業

も
成
長
株
だ
そ
う
で
す
。
映
画
ス

タ
ー
等
有
名
人
の
別
荘
も
多
い
う

え
、
映
画
産
業
も
盛
ん
で
す
。
年

間
の
観
光
客
は
35
万
人
、
１
／
３

が
レ
ー
ス
関
連
、
２
／
３
が
一
般

的
な
観
光
で
、
Ｔ
Ｔ
レ
ー
ス
の
二

週
間
に
３
５，
０
０
０
人
が
来
島
。

70
％
の
来
島
者
は
キ
ャ
ン
プ
と

民
泊
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
レ
ー

ス
を
目
的
に
す
る
観
光
客
の
92
％

が
ほ
ぼ
毎
年
来
島
し
、
35
才
か
ら

50
才
の
年
齢
層
が
半
数
を
占
め
て

お
り
、
ま
さ
に
リ
ピ
ー
タ
ー
観
光

の
お
手
本
で
す
。
マ
ン
島
政
府
で

は
、
レ
ー
ス
関
連
に
２
０
０
万
ポ

ン
ド
（
日
本
円
で
約
４
億
５
千
万

円
）
支
出
し
て
い
ま
す
が
、
経
済

効
果
は
１，

７
０
０
万
ポ
ン
ド

（
日
本
円
で
約
38
億
円
）
と
話
し

て
い
ま
す
。
支
出
の
大
半
が
緊
急

用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
借
り
上
げ
経

費
だ
そ
う
で
す
。
マ
ン
島
で
開
催

さ
れ
る
レ
ー
ス
は
、
今
回
の
Ｔ
Ｔ

レ
ー
ス
の
ほ
か
に
も
、
ゴ
ー
カ
ー

ト
や
四
輪
車
、
耐
久
レ
ー
ス
と
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
な
う
え
、

イ
ベ
ン
ト
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
た
め
レ
ー

ス
以
外
で
も
楽
し
め
る
よ
う
な
趣

向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ン
島
の
一
般
住
民
は
民
泊
と

し
て
来
島
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と

で
金
銭
的
な
恩
恵
を
相
当
受
け
て

い
る
よ
う
で
、
教
会
に
い
た
っ
て

は
観
覧
席
の
ス
ペ
ー
ス
提
供
や
お

茶
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
る
収
益

で
建
物
の
修
繕
を
賄
っ
て
い
ま

す
。
再
び
夕
方
に
Ｔ
Ｔ
レ
ー
ス
公

式
練
習
を
道
路
脇
で
観
戦
し
、
目

の
前
を
吹
っ
飛
ん
で
い
く
バ
イ
ク

を
見
な
が
ら
レ
ー
ス
の
興
奮
を
味

わ
い
翌
日
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し

た
。マ

ン
島
島
民
の
身
近
に
幼
少
の

頃
か
ら
オ
ー
ト
レ
ー
ス
が
あ
る
と

い
う
歴
史
的
背
景
が
あ
る
も
の

の
、「
バ
イ
ク
好
き
に
は
た
ま
ら

な
い
島
・
マ
ン
島
」
と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
思
い
浮
か
び
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
八
丈
島
の
活

性
化
も
「
○
○
好
き
に
は
た
ま
ら

な
い
島
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
教
え
ら

れ
た
マ
ン
島
視
察
で
し
た
。
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広報はちじょう●INFORMATION 地域情報化講演会

地域情報化講演会が開催されました�地域情報化講演会が開催されました�

平成18年度　総務省関東総合通信局　情報通信月間行事　地域情報化講演会�
主　催 ： 総務省関東総合通信局　八丈町　八丈町商工会�
後　援 ： 八丈　島おこし実行委員会�
�
　6月4日（日）に、商工会館の2階において「地域情報化講演会」が行われました。�
　この講演会は、総務省関東総合通信局で行っている情報通信月間行事の一つとして行われたもので、
関東総合通信局管内では、初めて離島で開催されました。�
　また、ブロードバンド環境の整っている八丈島において、今後ICT（Information & Communications 
Technology（情報通信技術））を活用し、八丈島を活性化させていくためには、何が必要なのか。どの
ようにしていったら成功できるのか。島民の方々の今後の発展と八丈島の活性化を目的として開催さ
れました。�
　講演会には、現在インターネット業界の最前線でご活躍されている、【株式会社はてな　水野貴明氏】
と【ヤフー株式会社　西尾勇気氏】の2名の講師を招き、水野氏には「インターネットの進化でわかっ
てきたこと・その活用方法」と題し、西尾氏には「Eコマースでビジネスチャンス拡大！」と題して、講演
していただきました。�
　当日は、雨も降っていてあいにくの天候でしたが、70名の方にご参加頂きました。今回の講演会に
参加した方たちの中には、もうすでにインターネットを使って商売をしている方やこれからしようとして
いる方など、様々ではあったと思いますが、この講演会に参加したことにより、自分達には何が足りない
のか、どのような意識を持って次に何をしていったらいいのか。また、八丈島全体を通してみたときに、
島には多くの活性化の材料となる物があるということに、あらためて気づかされたのではないでしょう
か。今後インターネットという一つの手段を有効に活用し、より多くの人たちに島の事を知ってもらい、
より多くの人たちに島に来てもらい、より多くの人たちに島の物を買ってもらう事によって、島全体が
活性化していければ良いと思います。これからも、島の活性化のために皆様のご協力をお願いいたし
ます。�
　当日配布した資料の予備が残っていますので、資料を欲しい方はご連絡ください。�
�
※Eコマース ： 電子商取引。インターネットなどのネットワークを利用して、契約や決済などを行う取引形態。�
�
八丈町企画財政課企画情報係　　TEL：2－1121（302）�
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広報はちじょう ●INFORMATION 島じまん2006／クリーンデー

『島じまん2006』�
　～春夏秋島　いらっしゃい！東京の島々大集合！～　開催！�
�

『島じまん2006』�
　～春夏秋島　いらっしゃい！東京の島々大集合！～　開催！�
�

東京の伊豆諸島・小笠原諸島の島々のかけがえのない自然環境と、そこでの人々のくらしや、文化・観光資源・特産

品など、地域の魅力を広く大都市圏の人々に紹介するため、5月27日（土）、28日（日）の2日間をかけて、東京竹芝ふ

頭公園において『島じまん2006』が開催されました。�

27日は一日、あいにくの雨となってしましましたが、八丈島の飲食販売出展ブースでは島寿司、くさや、パッションジ

ュース、あしたば製品、ストレチアなどを販売しましたが行列ができ、商品が完売してしまうほどの大盛況でした。また八

丈島の伝統工芸について肌で感じてもらうため、黄八丈機織りを体験してもらうブースを設けましたが、こちらもイベン

トに来ていただいた方に大人気の体

験コーナーとなりました。�

27日のステージイベントでは八

丈島出身歌手の美咲愛さんがその

歌で観客を盛り上げ、樫立踊り保存

会の皆さんが都指定無形民俗文化

財に指定された樫立踊りを披露しま

した。28日には今年結成25周年を

迎える八丈太鼓六人会の皆さんがス

テージに上がり、勇壮な八丈太鼓の

演奏で観客を魅了しました。�

　6月4日（日）は毎年恒例のクリーンデー。�

　各地区ごとに空き缶拾いを中心に全島一斉の町内清掃が

行われました。�

　島の空き缶拾いや清掃作業を行い、ごみの散乱防止や環

境に対する意識を高めることを目的として行われるクリー

ンデーですが、今後も八丈島の自然と環境を守るため、町

民の皆さん一人ひとりが美化運動を推進し、クリーンな島

を目指しましょう。�

　皆さんのご協力ありがとうございました。�

�

6月4日クリーンデー�6月4日クリーンデー�



昨
年
、
総
務
省
が
「
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進

の
た
め
の
新
た
な
指
針
」
を
策
定

し
、
市
町
村
は
こ
の
指
針
に
基
づ

き
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
具
体
的

な
取
り
組
み
を
明
示
し
た
「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
を
公
表
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

八
丈
町
に
お
い
て
は
、
平
成
16

年
2
月
に
「
行
政
改
革
の
基
本
方

針
」
を
策
定
し
、
既
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、
新
た
に「
八
丈
町

集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
さ

ら
に
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

1．

取
組
方
針

行
政
改
革
の
目
的
は
社
会
経
済

の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
住
民

に
と
っ
て
真
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
最
小
の
経
費
、
最
良
の
形
で
提

供
し
て
い
く
た
め
、
組
織
、
制
度
、

施
策
、
運
営
方
法
等
を
見
直
す
こ

と
で
す
。

本
町
で
も
、
こ
れ
ま
で
2
次
に

わ
た
り
行
政
改
革
に
取
組
ん
で
き

6
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八
丈
町
の
行
政

改
革
へ
の
取
組
み

ま
し
た
。
現
在
の
本
町
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、

地
方
分
権
の
進
展
、
財
政
構
造
改

革
、
Ｉ
Ｔ
化
等
が
顕
著
と
な
っ
て
き

て
お
り
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化

に
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に
対
応
す
る

行
財
政
運
営
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
町
は
、
こ
の
集
中
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
住
民
・
議

会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

2．

実
施
期
間

「
八
丈
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
18
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
4
ヵ

年
の
具
体
的
な
取
り
組
み
目
標
を

策
定
し
、
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、「
八
丈
町
行
政
改
革
の
基

本
方
針
」（
16
年
度
か
ら
19
年
度
）

の
主
要
項
目
事
項
に
お
い
て
も
、

本
改
革
プ
ラ
ン
と
の
整
合
を
図
り

つ
つ
、
継
続
又
は
修
正
変
更
し
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
、
新
た
に
取

り
組
む
改
革
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

事
項
は
、
追
加
事
業
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
き
ま
す
。

3．

推
進
体
制

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」の
総
合
的

か
つ
組
織
的
な
推
進
を
図
る
た

「
八
丈
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

区　分� 備　考�要　望　項　目� 要　望　先　【都】�
1�
2�
3�
4�
�
�
5�
�
�
�
�
�
6�
�
�
�
�
�
�
7�
8�
9

�
新�
�
�
�
�
�
�
�
�
新�
新�
�
�
新�
�
新�

八丈島空港の運用時間延長・空港使用料減額に関する要望�
八丈島空港総合案内施設の整備に関する要望�
接岸港船客待合所の整備に関する要望�
港湾及び漁港の整備促進に関する要望�
（１）港湾の整備促進�
（２）漁港の整備促進�
道路、砂防河川等の整備促進に関する要望�
（１）都道の整備促進�
（２）八丈都市計画道路３・４・１号線（底土・空港・八重根港線）の整備促進�
（３）砂防河川事業の促進�
（４）長所沢下原線（第二期区間）の整備支援�
（５）八重根護神線の都道編入�
産業振興に係る施設等の整備促進に関する要望�
（１）農道整備�
（２）大賀郷地区農業用水施設の整備�
（３）東里排水施設の整備促進�
（４）旧東京都農業試験場跡地の有効利用�
（５）フェニックス・ロベレニー防風・防霜施設及び育苗施設の整備促進�
（６）農業用施設（鉄骨ハウス）の整備促進�
野営場の整備に関する要望�
し尿等処理施設整備に伴う技術的・財政的支援に関する要望�
町立八丈病院運営に伴う財政援助及び医師の支援に関する要望�

総務局・港湾局�
総務局・港湾局�
総務局・港湾局�
�
総務局・港湾局�
�
�
�
�
総務局・建設局�
�
�
�
�
�
総務局・産業労働局�
�
�
�
総務局・環境局�
総務局・環境局�
総務局・福祉保健局（病院経営本部なし）�

区　分� 備　考�要　望　項　目� 要　望　先　【都】�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8

新�
新�
�
新�
新�
新�
�
新�

消防水利施設、消防ポンプ自動車の整備に係る財政支援について�
富士野球場の改修に係る財政支援について�
八丈町における受精卵移植技術の普及、定着化について�
町道の整備促進について�
底土園地の拡充及び整備について�
大賀郷園地の整備促進について�
八丈町立樫立小学校・中之郷小学校統合校舎建設への財政支援について�
旧東京都農業試験場跡地の譲渡について�
�

総務局�
総務局�
総務局・産業労働局�
総務局・建設局�
総務局・環境局�
総務局・環境局�
総務局・教育庁�
総務局・財務局�

区　分� 都番号� 備　考�要　望　項　目� 要　望　先　【国】�
1�
2�
3�
4�
5�
6

1�
3�
4（1）�
4（2）�
5（2）�
5（3）�

�
�
�
�
�
�

八丈島空港の運用時間延長に関する要望�
接岸港船客待合所の整備に関する要望�
港湾の整備促進に関する要望�
漁港の整備促進に関する要望�
八丈都市計画道路の整備促進に関する要望�
砂防河川事業の促進に関する要望�
�

国土交通省�
国土交通省�
国土交通省�
国土交通省・水産庁�
国土交通省�
国土交通省�

平成１８年度　要望活動項目一覧�【東京都】�

【　国　】�

【東京都】� 項目別口頭要望一覧�

平成18年度�
要望活動�

1．日　　　程�
平成18年5月14日（日）�
           ～5月16日（水）�
14日　移動日�
15日　要望活動�
16日　要望活動�
�
2.要　望　先�
東京都・国土交通省・水産庁�
�
3．要　望　者�
八丈町長　　　　浅沼　道徳�
八丈町議会議長　長戸路義郎�
八丈町議会議員　沖山　宗春�
八丈町議会議員　山下　松邦�
八丈町議会議員　土屋　　博�
�
4．要望項目�
別添のとおり�
�



託
を
推
進
す
る
な
ど
節
減
合
理

化
に
努
め
な
が
ら
、
随
時
経
営

改
善
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
運
輸
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
正
な

運
行
管
理
を
図
る
こ
と
で
人
員

配
置
や
車
輌
保
有
台
数
等
を
見

直
し
、
随
時
経
営
改
善
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

・
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
収
金

解
消
と
節
減
合
理
化
に
努
め
な

が
ら
、
施
設
更
新
等
は
積
極
的

に
行
い
、
安
全
な
水
の
供
給
体

制
を
構
築
し
ま
す
。

・
3
事
業
に
ま
た
が
る
公
営
企
業

管
理
者
を
廃
止
す
る
こ
と
を
検

討
し
ま
す
。
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④
手
当
の
総
点
検
を
は
じ
め
と
す

る
給
与
の
適
正
化（
特
殊
勤
務

手
当
見
直
し
等
）

〈
具
体
的
な
取
組
事
項
〉

・
職
員
給
与
等
に
つ
い
て
は
、
人
事

院
勧
告
に
準
じ
た
運
用
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
随
時
住
民
の
納
得

と
支
持
が
得
ら
れ
る
給
与
制
度

へ
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
、
町

広
報
等
で
公
表
し
ま
す
。

・
特
殊
勤
務
手
当
等
に
つ
い
て
支

給
基
準
、
支
給
対
象
を
精
査
し
、

廃
止
を
含
め
、
見
直
し
を
実
施

し
ま
す
。

⑤
経
費
削
減
等
の
財
政
効
果

〈
具
体
的
な
取
組
事
項
〉

・
経
費
全
般
の
見
直
し
を
行
い
、
節

減
合
理
化
を
図
り
な
が
ら
、
新

し
い
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
基
金
・
町
債
残
高
に
見

合
っ
た
事
務
事
業
や
公
共
事
業

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
町
税
の
徴

収
率
の
向
上
に
努
め
、
収
入
の

確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
受
益

者
負
担
の
公
平
性
を
図
り
、
各

種
手
数
料
、
使
用
料
、
負
担
金

等
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

⑥
地
方
公
営
企
業
関
係

〈
具
体
的
な
取
組
事
項
〉

・
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
診
療
報

酬
事
務
や
調
理
業
務
の
民
間
委

め
、
全
庁
を
あ
げ
て
改
革
を
実
行

し
て
い
く
と
と
も
に
、
町
長
を
本

部
長
と
す
る
「
八
丈
町
行
政
改
革

推
進
本
部
会
議
」に
お
い
て
、
進
行

管
理
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
機
動
力
の
あ
る
推
進

体
制
を
め
ざ
し
て
、
必
要
に
応
じ
組

織
の
枠
を
越
え
た
検
討
体
制
や
推

進
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

4．

進
捗
状
況
の
公
表
と
意
見
の

聴
取

本
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
行
政

改
革
の
進
捗
状
況
は
、「
広
報
は
ち

じ
ょ
う
」
や
「
八
丈
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
等
を
通
じ
て
公
表
し
、
そ
の
実

行
の
際
に
は
、
住
民
を
は
じ
め
外

部
か
ら
幅
広
い
意
見
の
聴
取
に
努

め
ま
す
。

5．

具
体
的
な
取
組
事
項

①
事
務
・
事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃

止
・
統
合

②
民
間
委
託
等
の
推
進（
指
定
管

理
者
制
度
の
活
用
を
含
む
）

③
定
員
管
理
の
適
正
化（
退
職
者

数
と
採
用
者
数
の
見
込
み
等
）

④
手
当
の
総
点
検
を
は
じ
め
と
す

る
給
与
の
適
正
化（
特
殊
勤
務

手
当
見
直
し
等
）

⑤
経
費
削
減
等
の
財
政
効
果

⑥
地
方
公
営
企
業
関
係

①
事
務
・
事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃

止
・
統
合

〈
具
体
的
な
取
組
事
項
〉

・
平
成
21
年
度
ま
で
に
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新

庁
舎
の
建
設
に
併
せ
て
新
併
設

す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

・
平
成
21
年
度
ま
で
に
、
児
童
福

祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、
老
朽

化
し
た
2
つ
の
保
育
園
の
現
状

を
踏
ま
え
、
施
設
の
統
合
と
サ

ー
ビ
ス
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
で
の
給
食
に
つ

い
て
、
町
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

の
活
用
も
検
討
し
ま
す
。

・
平
成
21
年
度
ま
で
に
、
事
務
合

理
化
を
図
る
た
め
、
財
務
会
計

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

②
民
間
委
託
等
の
推
進（
指
定
管

理
者
制
度
の
活
用
を
含
む
）

〈
具
体
的
な
取
組
事
項
〉

・
平
成
21
年
度
ま
で
に
出
先
機
関

の
出
張
所
業
務
に
つ
い
て
民
間
等

（
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
を

含
）へ
の
委
託
を
検
討
し
ま
す
。

・
平
成
21
年
度
ま
で
に
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
理
業
務
や
運
転
業
務

に
つ
い
て
民
間
等
へ
の
委
託
を
検

討
し
ま
す
。

・
平
成
21
年
度
ま
で
に
観
光
業
務

に
つ
い
て
民
間
の
力
を
活
用
し

た
業
務
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

③
定
員
管
理
の
適
正
化（
退
職
者

数
と
採
用
者
数
の
見
込
み
等
）

〈
具
体
的
な
取
組
事
項
〉

・
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

平
成
18
年
4
月
1
日
現
在
の
職

員
数
2
4
8
人
（
18
年
度
中
途

採
用
予
定
者
5
人
は
含
ま
れ
な

い
）を
4
年
間
で
9
人
削
減
し
、

2
3
9
人
と
し
ま
す
。

職員計画（職員数は4月1日現在・公営企業職員を含む）�

職員数�

�

退職予定者�

248�

　　6�

　　3

平成�
18年度�

251�

　　2�

　　6

平成�
19年度�

247�

　　0�

　　4

平成�
20年度�

243�

　　2�

　　6

平成�
21年度�

239

平成�
22年度�

当年度及び次年度�
(4/1付)採用予定者�

�

★『サマージャンボ宝くじの賞金は
1等・前後賞合わせて3億円』

★『2等も1億円』
■発売期間　7月13日（木）～8月1日（火）
■抽選日　　8月11日（金）

この宝くじの収益金は、市町村の明るく
住みよい町づくりに使われます。

平成18年度サマージャンボ宝くじ
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●
大
掃
除
し
て
さ
わ
や
か
な
夏
を

迎
え
ま
し
ょ
う
！

も
う
大
掃
除
は
お
済
で
す
か
？

蚊
や
害
虫
の
発
生
元
に
な
り
そ
う

な
天
井
・
床
下
の
清
掃
や
家
の
周

辺
の
除
草
・
枝
払
い
な
ど
、
普
段

の
清
掃
で
は
行
き
届
か
な
い
所
ま

で
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

●
生
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

生
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
カ
ラ

ス
や
猫
に
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に

新
聞
紙
で
包
む
な
ど
し
て
く
だ
さ

い
。
悪
臭
の
原
因
に
な
る
な
ど
、

近
隣
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

生
ご
み
は
、
た
い
肥
化
容
器
を

利
用
す
る
な
ど
、
ご
み
の
減
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
み
は
収
集
日
の
午
前

８
時
30
分
ま
で
に
出
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る

集
積
所
で
は
ネ
ッ
ト
の
下
に
い
れ

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
生
ご
み
か

ら
の
水
分
に
よ
る
悪
臭
が
気
に
な
る

季
節
に
な
り
ま
す
。
十
分
注
意
す

る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
ゴ
ミ
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め

ま
し
ょ
う
！

こ
れ
か
ら
多
く
な
る
海
で
の
レ

ジ
ャ
ー
（
海
水
浴
や
釣
り
、
ダ
イ

ビ
ン
グ
な
ど
）
で
出
た
ゴ
ミ
は
持

ち
帰
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
宿
泊
施
設
、
釣
具
店
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
も
お

客
様
に
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
る
よ
う
一

声
か
け
る
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

き
れ
い
な
八
丈
島
を
守
る
た
め

に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
集
積
所
用
ネ
ッ
ト
（
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
）
に
つ
い
て

町
で
は
、
カ
ラ
ス
や
ね
こ
、
風

な
ど
に
よ
る
飛
散
防
止
の
た
め
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
は
、

住
民
課
環
境
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ご
み
は
分
別
し
決
め
ら
れ
た
曜

日
・
時
間
を
守
り
集
積
所
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ネ

ッ
ト
は
、
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
覆
う

よ
う
に
正
し
く
か
け
、
ご
み
が
飛

散
し
な
い
よ
う
に
、
集
積
所
が
不

衛
生
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
ご
み
の
収
集
後
は

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
を
束
ね
る

な
ど
、
景
観
面
に
お
い
て
も
心
が

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
伐
採
木
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

八
丈
町
で
は
、
公
共
事
業
に
よ

り
伐
採
さ
れ
た
木
を
有
効
活
用
す

る
た
め
に
「
リ
サ
イ
ク
ル
用
原
材

料
仮
置
き
場
」(

地
図
参
照)

を
設

置
し
て
い
ま
す
。

仮
置
き
し
て
い
る
木
は
、
炭
用

や
薪
用
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す

の
で
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
住
民
課
環
境
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
課
環
境
係
　
内
線
2
3
3

環
境
だ
よ
り

●リサイクル用原材料
仮置き場・案内図

管理型最終処分場の建設予定地について

東京都島嶼町村一部事務組合では、島嶼8町村（小笠原村を除く）の

共同事業である八丈一般廃棄物管理型最終処分場の建設に当たり、建設

予定地としておりました中之郷の用地取得につきまして、かねてより地

権者の方と交渉に当たってきたところです。しかし、最終的に地権者の

方から用地買収について同意を得ることができず、やむなく中之郷での

建設計画を見直すこととしました。

今後は、同じ八丈町内で予定地を変更した上で、最終処分場の建設計

画を進めてまいりますので、八丈町の皆様におかれましては、最終処分

場の建設につきまして、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

東京都島嶼町村一部事務組合　管理者　藤井静男
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広報はちじょう ●INFORMATION 愛らんどリーグ2006開催のお知らせ／町営住宅入居者募集

愛らんどリーグ2006開催のお知らせ�愛らんどリーグ2006開催のお知らせ�
　7月29日（土）から30日（日）にかけて、伊豆諸島・小笠原諸島地域経済活性化協議会主催の愛らんどリーグ2006

フットサル大会が大賀郷園地で開催されます。八丈島の児童を含めた伊豆諸島・小笠原諸島の島しょ地区の児童が一

同に会し、フットサルを通じて交流を深め、ついては青少年の健全育成に資することを目的に開催されます。�

八丈島から開催地ということで坂下地域代表、坂上地域代表の2チームが出場します。�

前大会、坂上地域代表チームが優勝して大会2連覇を達成しました。今大会3連覇を目標に練習に励んでいます。坂下

地域代表チームはこれを阻止するため、一丸となって努力し初優勝を目指しています。�

�

■愛らんどリーグ2006大会�
○会　　場　　大賀郷園地�
○日　　程　　7月29日（土）　PM1：00　予選リーグ�
　　　　　　　7月30日（日）　PM1：00　決勝トーナメント�
�
　他の島の子どもたちも、この大会にむけ、一生懸命練習に励んで
います。�
　皆さんお誘い合わせのうえ応援におこしいただき、ぜひ大会に参
加する少年少女たちへのご声援をお願いします！�
�

■申し込み添付書類等�
①入居者全員の住民票�
②入居者全員の平成17年の所得証明書、転職などで所得の変わった方は、申し
込み時点における収入証明。�

③納税証明書（町税、使用料などを滞納してない事）�
④印鑑　�
■入居決定後の手続き�
①家賃3か月分の住宅保証金の納付　　�
②2名の連帯保証人（町税、使用料などを滞納していない方）が必要です。�
　島内に在住の方をお願いしています。�
　記入書類等は、入居決定後にお渡しします。�
■お問い合わせ�
　建設課住宅係　内線256

■申し込みのできる方�
共通する事項�
①町内在住の成年者で、その事が、住民票などで証明できる事。�
②収入が定められた基準内であること。�
　（一般世帯で月額20万円以下、高齢者などの世帯は26万8千円以下。）�
③町税、使用料などを滞納していない事。�
④現在、住宅に困っている方。�
■受付期間�
　7月7日（金）～7月14日（金）まで�
　午前9時～午後5時まで 　※8日（土）、9日（日）は、除く。�
■申し込み方法�
　建設課住宅係にて申込書に記入の上提出してください。�
　選考期日などは書類審査後、本人に連絡します。�

※「無」とは、浴室はあるが浴槽・風呂釜の無い住宅です。設置については、自己負担となります。�
※3人世帯向け住宅とは、現に同居し、または、同居しようする親族（婚約者を含む）がある事。�
※住宅使用料は、入居者の収入によって決定されます。詳細は住宅係まで、お問い合わせください。�

町営住宅入居者募集�
空家町営住宅への入居者を次のとおり募集します。       �
■募集する住宅       

三根�

中之郷�

中之郷�

団地名�地　域�

中道団地�
※「無」�

中之郷団地�

三原住宅�

戸　数�

１戸（7-102号）�

１戸（1-203号）�

１戸（4号）�

間取り・住戸�
専用面積�

3ＬＤＫ 61．4㎡�

3ＬＤＫ 82.9㎡�

3ＤＫ 74.9㎡�

建設�
年度�

S53�

Ｈ10�

Ｈ17

住宅使用料�
〔標準〕�

14,900～24,600�

26,300～43,600�

25,300～41,900

構　造�

鉄筋コンクリート造2階建�

鉄筋コンクリート造2階建�

木造平屋建�

住宅型別�
資格�

3人以上世帯向け�

3人以上世帯向け�

3人以上世帯向け�



10

広報はちじょう●INFORMATION 教育委員会だより

●
学
校
行
事
の
お
し
ら
せ

小
・
中
学
校
で
は
、
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
参
加

の
も
と
、
道
徳
授
業
や
セ
ー
フ
テ

ィ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
保
護
者
は
も
と
よ
り
、
地
域

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
小
学
校
）

・
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

中
之
郷
小
学
校
７
月
７
日
（
金
）

三
根
小
学
校
７
月
11
日
（
火
）

（
中
学
校
）

・
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

富
士
中
学
校
７
月
９
日
（
日
）

※
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
と
は

保
護
者
、
町
民
の
参
加
の
も
と

に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の

連
携
に
よ
る
道
徳
教
育
を
推
進

す
る
た
め
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
と
は
非
行
防

止
ま
た
は
犯
罪
被
害
防
止
を
目

的
に
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
課
庶
務
係
２
│
０
７
９
７
　

●
小
・
中
学
校
の
夏
休
み
に
向
け
て

7
月
21
日
か
ら
夏
休
み
の
始
ま

り
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
学
校
生

活
中
心
か
ら
家
庭
中
心
の
生
活
に

は
い
り
ま
す
が
、
学
校
で
は
で
き

な
い
経
験
や
体
験
が
で
き
る
い
い

機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
健
康
で
安
全
に
、
そ

し
て
楽
し
く
充
実
し
た
夏
休
み
が

お
く
れ
る
よ
う
ご
家
庭
や
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
に
は
有
害
な
情
報
や
危
険
が
あ

ふ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
安
全
・

健
全
に
育
て
る
う
え
で
、
厳
し
い

状
況
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
家

庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し
て
子

ど
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

気
に
な
る
情
報
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
教
育
委
員
会
・
学
校
・
警
察

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
課
庶
務
係
2
│
0
7
9
7

●
教
育
相
談
室
よ
り

特
別
支
援
教
育
に
向
け
て

│
八
丈
町
の
取
り
組
み
│

■
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
　
学
校
が
楽
し
く
生
き
生
き
と

し
た
生
活
の
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い

ー
そ
れ
は
保
護
者
や
教
職
員
な
ど

教
育
に
関
わ
る
者
み
ん
な
の
願
い

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
読

み
書
き
や
計
算
が
苦
手
だ
っ
た

り
、
友
達
と
仲
良
く
出
来
な
い
、

授
業
中
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
な

い
、
学
校
へ
行
こ
う
と
す
る
と
頭

痛
や
腹
痛
が
始
ま
る
な
ど
、
だ
れ

に
で
も
楽
し
い
場
所
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
現
実
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
問
題
を
抱
え
る
一

人
一
人
の
子
ど
も
に
光
を
当
て
、

学
校
全
体
と
し
て
必
要
な
手
だ
て

を
工
夫
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り

組
み
が
特
別
支
援
教
育
で
す
。
こ

の
よ
う
な
動
き
の
背
景
に
は
す
べ

て
の
人
々
ー
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
、
同
じ
よ
う
に
社
会
参
加

し
、
自
立
し
て
生
活
で
き
る
社
会

を
目
指
す
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
考
え
方
の
広
ま
り
が
あ

り
ま
す
。

■
平
成
十
九
年
度
か
ら
は
、
各
学

校
ご
と
に
特
別
な
支
援
の
必
要
な

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
一
人
一
人

の
指
導
計
画
を
つ
く
り
、
そ
れ
に

沿
っ
て
教
育
活
動
を
行
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
の
子
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
か
、

そ
れ
を
心
理
や
医
療
の
専
門
家
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
検
討
し
、
保

護
者
と
学
校
が
話
し
合
っ
て
指
導

計
画
を
作
成
し
ま
す
。
学
校
で
は
、

特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

中
心
と
し
た
委
員
会
で
相
談
し
な

が
ら
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
も
個
々
の
児
童
・
生
徒
の

様
子
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
の
や
り
方
で
情
報
交
換
し
な
が

ら
指
導
し
て
き
ま
し
た
が
、
学
級

担
任
な
ど
直
接
指
導
に
あ
た
る
教

員
が
問
題
を
抱
え
込
ん
で
悩
む
場

合
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

校
内
で
積
極
的
に
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
指
導
に
あ
た
る
と
と
も

に
、
進
路
の
保
障
に
も
取
り
組
む

た
め
校
外
機
関
と
の
連
携
も
重
要

に
な
り
ま
す
。

■
八
丈
町
で
は
今
年
度
初
め
に
す

べ
て
の
小
・
中
学
校
で
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
に
よ
っ
て
は
校
内
委
員
会
を

中
心
と
し
た
指
導
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
全
体
と
し
て
は
こ
の
１

年
を
か
け
て
教
員
が
研
修
を
深

め
、
校
内
や
町
全
体
の
し
く
み
を

整
え
な
が
ら
、
一
方
で
地
域
の
理

解
を
求
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
家
庭
・

学
校
・
地
域
な
ど
の
身
近
な
社
会

で
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
人
間

と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
経
験
を
積
み

重
ね
る
な
か
か
ら
、
思
い
や
り
に

あ
ふ
れ
た
真
理
と
平
和
を
求
め
る

人
間
が
育
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
特

別
支
援
教
育
は
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。

■
七
月
後
半
か
ら
夏
休
み
で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
巻
く
環
境
は

年
々
き
び
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
温
か
い
ま
な
ざ
し
と
は
げ
ま

し
の
一
言
で
、
す
こ
や
か
な
成
長

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
子
さ
ん
の
様
子
に
つ
い
て
気

が
か
り
な
変
化
や
困
り
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

（
教
育
相
談
室
）
火
・
金

教
育
相
談
員
　
伊
藤
　
宏

２
│
０
５
９
１

教
育
委
員
会だ

よ
り
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●
團
伊
玖
磨
記
念
八
丈
島
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

町
で
は
、
團
伊
玖
磨
記
念
八
丈

島
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
入
場
希
望
の

方
は
、
広
報
折
り
込
み
の
申
込
書

を
教
育
課
生
涯
学
習
係
ま
た
は
各

出
張
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

8
月
6
日
（
日
）

午
後
7
時
30
分（
開
場
午
後
7
時
）

■
場
所

八
丈
高
校
視
聴
覚
室

■
出
演
者

○
チ
ェ
ロ
　
　
丸
山
　
泰
男

○
ヴ
ィ
オ
ラ
　
馬
渕
　
昌
子

○
ソ
プ
ラ
ノ
　
足
立
　
さ
つ
き

○
ピ
ア
ノ
　
　
大
澤
　
美
穂

■
定
員
　
3
0
0
名

■
申
し
込
み
締
め
切
り

7
月
25
日
（
火
）

※
な
お
定
員
と
な
り
次
第
、
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
徒
歩
、
相
乗

り
な
ど
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

電
話
2
│
0
7
9
7

�

●休館日�
　7月17日（月・海の日）�
　7月31日（金・館内整理日）�
●開館時間�
　午前9時～午後4時30分�
●新着図書�
「ハリー・ポッターと謎のプリンス上・下」 J．K．ローリング�
「フランス語・イタリア語･スペイン語が同時に�
学べる本」 伊藤太吾�
「実物大恐竜図鑑」 デヴィッド・ベルゲン�
「ねえねえあそぼ」 ガース・ウィリアムズ        ほか�
●お問い合わせ�
２００４年度分の雑誌を処分します。�
7月5日（水）からコミュニティセンター入口の�
リサイクルブックコーナーに置きます。�
ご希望の方はご自由にお持ち帰りください。�
●お問い合わせ�
教育課生涯学習係　2－0797

日 　　会議名 　 　　   議題等�

5月の主な会議�

庁議�

議会運営委員会�

課長連絡会議�

八丈町議会議員全員協議会�

教育委員会第２回定例会�

課長連絡会議�

農業委員会第２回総会�

1日�

10日�

12日�

15日�

19日�

25日�

小笠原親善訪問�

平成18年度八丈町職員勧奨�
退職実施要綱について　ほか�

コミュニティセンター運営要綱�
について　ほか�
�

樫立小学校・中之郷小学校校舎�
等の財産処分について　ほか�

最終処分場ついて�
ほか�
�

ノーネクタイの実施について�
ほか�
�

農地法第３条の規定による許可�
申請について　ほか�
�

�

八丈町コミュニティ�
センターからの�
お知らせ�

7月1日からボーリング場の営業時間は�
下記のように変更になりました。�
●月曜…………… 13時～20時30分�
●火曜～金曜……10時～20時30分�
●土・日・祝日……10時～20時30分�
※受付時間は20時までとなっています。�

平日も月曜日以外は午前10時から営業しますので、ご利用ください。�

■問い合わせ　教育課生涯学習係　電話　2－0797�
�



65
歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保

険
者
）
に
、
平
成
18
年
度
の
納
入

通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
は
み
ん
な
で
支
え
合
う

制
度
で
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方
は
、
老
齢
・
退

職
年
金
か
ら
天
引
き
さ
せ
て
い
た

だ
く
方
法（
特
別
徴
収
）と
、
町
か

ら
送
付
し
た
納
付
書
で
納
め
て
い

た
だ
く
方
法（
普
通
徴
収
）の
2
種

類
が
あ
り
ま
す
。
17
年
度
中
に
65

歳
に
な
ら
れ
た
方
で
、
老
齢
・
退
職

年
金
か
ら
天
引
き
に
該
当
す
る
方

は
、
10
月
以
降
に
天
引
き
が
開
始

さ
れ
ま
す
の
で
、8
月
ま
で
は
納
付

書
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
遺
族
年
金
と
障
害

年
金
の
い
ず
れ
か
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
も
、
本
年
の
10
月
よ
り
特

別
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

●
普
通
徴
収
と
な
る
方

普
通
徴
収
と
な
る
方
は
、

○
老
齢
・
退
職
年
金
、遺
族
年
金
、

障
害
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な

い
若
し
く
は
、
年
額
18
万
円
未

満
で
あ
る
。

○
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
。

○
年
度
の
途
中
で
年
金
の
受
給
が

始
ま
っ
た
。

○
年
度
の
途
中
で
他
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
。

○
年
度
の
途
中
で
保
険
料
の
金
額

が
変
わ
っ
た
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い

る
と
・
・
・

介
護
保
険
料
の
滞
納
が
つ
づ
く

と
そ
の
期
間
に
応
じ
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
一
時
差
し
止
め
や
利
用
者
負

担
額
が
1
割
か
ら
3
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
町

健
康
課
高
齢
福
祉
係
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
に
は
、申
請
の
う
え
、

「
要
介
護
認
定
」
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
証
だ
け
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
課
高
齢
福
祉
係

電
話
2
│
5
5
7
0

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
（
65
歳

以
上
の
方
。
た
だ
し
40
歳
以
上
65

歳
未
満
で
あ
っ
て
特
定
疾
病
に
該

当
す
る
方
も
含
む
）
を
介
護
し
て

い
る
家
族
な
ど
の
身
体
的
、
精
神

的
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
要
件

要
介
護
４
、
ま
た
は
要
介
護
５
の

認
定
を
受
け
て
い
て
、
市
町
村
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
在
宅
の
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
方
。（
要
介
護

者
の
入
院
期
間
中
を
除
く
）

●
介
護
用
品

こ
の
事
業
で
の
介
護
用
品
と

は
、
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ト
、

使
い
捨
て
手
袋
、
清
拭
剤
、
ド
ラ

イ
シ
ャ
ン
プ
ー
等
、
介
護
に
適
し

数
回
の
使
用
で
効
力
の
な
く
な
る

も
の
を
い
い
ま
す
。

●
支
給
方
法

一
人
あ
た
り
月
額
6
、
2
5
0

円
を
上
限
に
介
護
用
品
の
現
物
支

給
を
し
ま
す
。

支
給
要
件
に
該
当
し
、
申
請
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
八
丈
町
介
護

用
品
支
給
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
課
高
齢
福
祉
係

電
話
　
２
│
５
５
７
０

●
福
祉
用
具
の
貸
与
と
は
　

心
身
の
機
能
が
低
下
し
、
日
常

生
活
に
支
障
の
あ
る
要
支
援
・
要

介
護
者
に
、
日
常
生
活
上
の
便
宜

や
機
能
訓
練
の
た
め
の
福
祉
用
具

の
貸
し
出
し
を
行
う
こ
と
を
い

い
、
要
支
援
1
・
2
は
介
護
予
防

福
祉
用
具
貸
与
、
要
介
護
1
〜
5

は
福
祉
用
具
貸
与
に
な
り
ま
す
。

●
福
祉
用
具
の
貸
与
の
対
象
外
と

な
る
要
介
護
区
分
と
種
目
　
　

要
支
援
1
・
2
及
び
要
介
護
1

（
以
下
こ
の
広
報
文
に
お
い
て
、

「
軽
度
」
と
い
う
。）
の
方
々
に
対

す
る
福
祉
用
具
の
貸
与
に
つ
い
て

は
、
利
用
が
想
定
し
に
く
い
と
さ

れ
る
次
の
種
目
を
対
象
か
ら
外
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
対
象
外
種
目

・
特
殊
寝
台
（
付
属
品
を
含
む
。）

・
車
い
す
（
付
属
品
を
含
む
。）

・
じ
ょ
く
瘡
予
防
用
具
（
床
ず
れ

防
止
用
具
）

・
体
位
変
換
器

・
認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
機
器

・
移
動
用
リ
フ
ト

●
特
例
と
し
て
対
象
と
な
る
方

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
に
よ

り
、
軽
度
の
方
で
あ
っ
て
も
、
状

態
像
に
応
じ
て
利
用
が
適
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
対
象
外
種
目
に

つ
い
て
は
、
福
祉
用
具
の
貸
与
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

○
判
断
基
準

別
表
1
の
と
お
り

●
経
過
措
置

平
成
18
年
4
月
1
日
よ
り
前

に
、
福
祉
用
具
の
対
象
外
種
目
の

貸
与
を
受
け
て
い
た
軽
度
の
方
は
、

別
表
1
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
状
態
像
に
該
当
し
な
く
て
も
、

本
年
4
月
1
日
か
ら
起
算
し
て
6

ヶ
月
を
超
え
な
い
期
間（
9
月
30

日
ま
で
）に
お
い
て
、
対
象
外
種
目

の
福
祉
用
具
の
貸
与
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す（
別
表
2
参
照
）。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
課
高
齢
福
祉
係

電
話
　
2
│
5
5
7
0

12

広報はちじょう

介
護
保
険
だ
よ
り

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
等
に

お
け
る
対
象
外
種
目
に
つ
い
て

八
丈
町
介
護
用
品
支
給
の

ご
案
内

介
護
保
険
料
の
納
入
通
知

書
を
送
付
い
た
し
ま
し
た

●INFORMATION 介護保険だより



と
も
に
、

限
度
額
適
用
認
定

証
を
窓
口
に
提
示
す
る
と
自
己
負

担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
の
手
続
き
は
、
保
険
証
と

医
療
証
、
印
鑑
を
持
参
の

福�

福�

●

○福
医
療
証
の
更
新
に
つ
い
て

7
月
1
日
よ
り

医
療
証
が
紫

色
に
変
わ
り
ま
し
た
。（
古
い
緑
色

の
医
療
証
は
使
え
ま
せ
ん
）

老

人
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、
昭
和

12
年
6
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た

69
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
医
療
費

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

医
療
機
関
な
ど
で
負
担
す
る
一

部
負
担
金
額
は
（
表
①
）
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
度

医
療
証
に
つ

い
て
は
、郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
制
限
額
（
表
②
）

を
超
え
る
方
や
社
会
保
険
被
保
険

者
、
老
人
保
健
受
給
者
な
ど
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

●

○福
限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
で
、

主
た
る
生
計
維
持
者
（
世
帯
主
）

が
住
民
税
非
課
税
の
方
は
、
申
請

に
よ
り

限
度
額
適
用
認
定
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

交
付
さ
れ
た
方
は
、
医
療
機
関

な
ど
で
保
険
証
、

医
療
証
と

福�

福�

福�

福�

福�

福�
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○福
医
療
証
に
つ
い
て

表②�

�

扶養親族等�

0人�

1人�

2人�

3人�

4人�

5人�

�

所  得  額�

2,572,000円�

3,052,000円�

3,432,000円�

3,812,000円�

4,192,000円�

4,572,000円�

�

表①�

�

�

一般の方�

自己負担限度額�

外   来�

12，000円／月�

入   院�

40，200円／月�

（注）平成18年10月からは44，400円になる�
　　 見込みです。（国会の議決状況による）�
�

「 福 限度額認定証」をお持ちの方�

自己負担限度額�

外   来�

8，000円／月�

入   院�

24，600円／月�

�

①　対象外種目� ②　厚生労働大臣の定める者� ③　②に該当する認定調査票における基本調査の結果�
ア　車いす及び車いす付属品�
�
�
イ　特殊寝台及び特殊寝台付属品         �
�
�
ウ　床ずれ防止用具及び体位変換器�
エ　認知症老人徘徊感知機器         �
�
�
�
�
�
オ　移動用リフト（つり具の部分を除く。） 

次のいずれかに該当する者          �
（1）日常的に歩行が困難な者          �
（2）日常生活範囲における移動の支援が特に必要と認められる者�
次のいずれかに該当する者          �
（1）日常的に起き上がりが困難な者          �
（2）日常的に寝返りが困難な者          �
日常的に寝返りが困難な者          �
次のいずれにも該当する者          �
（1）意思の伝達、介護者への反応、記憶・理解のいずれかに�
　　支障がある者�
�
�
（2）移動において全介助を必要としない者          �
次のいずれかに該当する者          �
（1）日常的に立ち上がりが困難な者          �
（2）移乗が一部介助又は全介助を必要とする者          �
（3）生活環境において段差の解消が必要と認められる者          

          �
基本調査2－5「3．できない」�

－�
�
基本調査2－2「3．できない」          �
基本調査2－1「3．できない」          �
基本調査2－1「3．できない」          �
          �
基本調査6－3「1．普通」以外、又は�
基本調査6－4「1．介護者の指示が通じる」以外、又は�
基本調査6－5（ア～カ）のいずれか「2．できない」又は�
基本調査7（ア～テ）のいずれか「1．ない」以外          �
基本調査2－7「4．全介助」以外          �
�
基本調査3－1「3．できない」          �
基本調査2－6「3．一部介助」又は「4．全介助」          �

－�

●別表1

●別表2

※要介護2～5は、要支援・介護認定の更新、変更により、4月1日以降に要支援1・2又は要介護1から要介護2～5になった場合も含まれます。�

要介護・要支援区分� 平成18年4月1日～9月30日� 10月1日以降 �

継　　続　　し　　て　　貸　　与　　可　　能�

要支援1・2�
要介護1

要介護2�
�

要介護5

～
�

※1　「別表1」の③に該当すれば貸与可能�
　2　「別表1」の③に該当しなくても9月30日まで貸与可能�

※1　「別表1」の③に該当すれば貸与可能�
　2　「別表1」の③に該当しなければ貸与不可�

●INFORMATION 介護保険だより／○福医療証について

う
え
、
八
丈
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
課
高
齢
福
祉
係

電
話
２
│
５
５
７
０



○
対
象
者

平
成
16
年
10
月
12
日
〜
平
成
16

年
11
月
29
日
生
ま
れ
の
幼
児

○
日
　
時

7
月
4
日
（
火
）

受
付
時
間

午
後
1
時
15
分
〜
午
後
2
時
15
分

○
場
　
所

八
丈
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
健
診
の
各
対
象
者
に
は
個
別
通

知
し
ま
す
。

○
対
象
者

平
成
16
年
4
月
21
日
〜
平
成
16

年
7
月
20
日
生
ま
れ
の
幼
児

○
日

時

7
月
20
日
（
木
）

受
付
時
間

午
前
9
時
15
分
〜
10
時

○
場
　
所

八
丈
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
健
診
の
各
対
象
者
に
は
個
別
通

知
し
ま
す
。

○
対
象
者

1
歳
6
か
月
以
上
の
未
就
学
児

○
日
　
時

7
月
4
日
（
火
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

7
月
5
日
（
水
）

午
前
9
時
〜
午
後
2
時

○
場
　
所

八
丈
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
　
容

言
葉
が
遅
い
・
落
ち
着
き
が
な

い
・
身
体
の
動
き
が
ぎ
こ
ち
な
い
・

妙
な
癖
が
あ
る
な
ど
心
配
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
専
門
の
心
理

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
心
理
相
談
は
電
話
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

（
発
育
、
発
達
、
栄
養
等
育
児
相
談
）

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
り
食
事
に
不

安
が
あ
る
な
ど
、
発
育
、
発
達
、

栄
養
、
歯
科
等
の
相
談
を
利
用
し

た
い
方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
妊
婦
の
健
康
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○
日
　
程

7
月
18
日
（
火
）

○
受
付
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

○
場
　
所

八
丈
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
丈
の
食
材
を
使
い
、
甘
さ
控

え
め
、カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
、
歯

に
良
い
お
や
つ
を
つ
く
り
ま
す
。

○
日
　
程

7
月
11
日
（
火
）

○
受
付
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時

○
場
　
所

八
丈
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

健
康
課
保
健
係
　
内
線
3
8
0

町
の
集
団
接
種（
三
種
混
合
・
麻

し
ん
・
風
し
ん
）を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
方
は
、
健
康
課
保
健
係
へ
接

種
の
日
時
を
予
約
し
、
予
防
接
種

無
料
券
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
け
締
め
切
り
は
、
接
種
希

望
日
の
１
週
間
前
で
す
。

■
日
時

7
月
12
日
（
水
）

7
月
26
日
（
水
）

午
後
2
時
30
分
〜
3
時（
予
約
）

■
場
所

町
立
八
丈
病
院
小
児
科

■
問
い
合
わ
せ

健
康
課
保
健
係

電
話
２
│
５
５
７
０

昨
年
ま
で
別
々
に
実
施
し
て
い

た
生
活
習
慣
病
健
診
と
肺
・
胃
・

大
腸
の
が
ん
検
診
を
、
今
年
か
ら

同
時
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
健
診
を
総
合
健

診
に
近
づ
け
受
診
者
の
健
康
状
態

を
総
合
的
に
判
断
で
き
る
よ
う
考

慮
し
た
た
め
で
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
11
月
の
生
活
習
慣
病
健
診

は
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
肺
・
胃
・
大
腸
の
が
ん

検
診
に
つ
い
て
は
、
希
望
の
検
診

項
目
を
選
択
で
き
ま
す
。

■
日
程

○
7
月
30
日（
日
）樫
立
公
民
館

○
7
月
31
日（
月
）中
之
郷
公
民
館

○
8
月
1
日（
火
）末
吉
公
民
館

○
8
月
2
日（
水
）〜
8
月
4
日（
金
）

八
丈
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間

午
前
7
時
〜
午
後
10
時
ま
で

※
詳
し
く
は
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
保
健
係

電
話
2
│
5
5
7
0
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1
歳
6
ヶ
月
児
健
康
診
査

こ
ど
も
心
理
相
談

2
歳
児
歯
科
健
康
診
査

お
や
つ
教
室

す
く
す
く
相
談

精神科医による個別相談のお知らせ�

　夜眠れず落ち着かない、不安でしかたがないなど、こころの

病気についての相談や、お酒の問題で困っているなどの酒害

相談、引きこもりや家庭内暴力、拒食症ではないかなどの相談

などをお受けします。�

　直接、困っているご本人だけでなく、家族や周囲の方の相談

でも可能です。�

�
日　　時�

場　　所�

精神科医�

申し込み�
（予約制）�

問 合 せ �
�

7月5日（水）　午後�

島しょ保健所八丈出張所�

東京都精神保健福祉センター医師　井上　悟�

7月3日（月）までに電話でお申し込み�
ください。�
島しょ保健所八丈出張所　保健師まで　�
TEL　2－1291�
�

生
活
習
慣
病
健
診

と
が
ん
検
診
の

ご
案
内

母
子
保
健

予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

●INFORMATION 母子保健／予防接種のお知らせ／生活習慣病健診とがん検診のご案内／精神科医による個別相談



●
交
流
ひ
ろ
ば
の
催
し
に
つ
い
て

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
か
ら
は

親
子
で
楽
し
め
る
催
し
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
7
月
お
よ
び
8
月
の
予
定

○
7
月
5
日
（
水
）

消
防
本
部
講
師
に
よ
る
「
乳
児

お
よ
び
幼
児
の
救
急
講
習
会
」
〜

所
定
用
紙
に
よ
る
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
〜

○
7
月
12
日
（
水
）

親
子
リ
ズ
ム
体
操

講
師
＝
田
中
先
生

○
7
月
19
日
（
水
）

み
ん
な
で
一
緒
に
ス
タ
ン
プ
し

て
遊
ぼ
う
！

○
7
月
26
日
（
水
）

読
み
聞
か
せ

講
師
＝
石
田
先
生

○
8
月
2
日
（
水
）

手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
！

●
募
集
し
て
い
ま
す

7
月
5
日
（
水
）
に
乳
児
・
幼

児
を
も
つ
保
護
者
の
方
を
対
象
に

し
た
「
乳
児
お
よ
び
幼
児
の
救
急

講
習
会
」（
無
料
）
を
午
前
10
時

よ
り
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
加
希

望
の
方
は
7
月
3
日
ま
で
に
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
所

定
の
用
紙
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

（
限
定
20
名
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
　
2
│
4
3
0
0

●
高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て

高
齢
受
給
者
証
は
、
8
月
か
ら

一
斉
更
新
さ
れ
ま
す
が
、
10
月
か

ら
の
法
改
正
に
伴
い
現
役
並
み
所

得
者
に
係
る
患
者
負
担
の
割
合
が

2
割
か
ら
3
割
に
変
更
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
の
患
者
負
担
割
合
が
2
割

と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
の
証
の
有

効
期
限
は
9
月
30
日
ま
で
と
な

り
、
10
月
か
ら
の
3
割
を
記
載
し

た
証
は
新
た
に
交
付
し
、
郵
送
し

ま
す
。

●
短
期
証
の
更
新

短
期
被
保
険
者
証
は
、
７
月
１

日
更
新
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
短

期
証
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
し
た

が
、
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

で
、
納
付
相
談
に
応
じ
よ
う
と
し

な
い
方
、
約
束
し
た
納
付
方
法
を

守
っ
て
い
な
い
方
は
、
税
の
納
付

相
談
後
に
交
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
そ
の
ま
ま
納
付
さ
れ
な

い
と
き
に
は
、
保
険
証
を
返
還
し

て
も
ら
い
、
代
わ
り
に
資
格
証
明

書
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

資
格
証
明
書
で
は
、
保
険
証
の

よ
う
に
保
険
給
付
が
う
け
ら
れ

ず
、
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
税
務

課
税
務
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

国
保
だ
よ
り

 7月は､第1期分の納期です。�
忘れずに納めましょう。�

�
国保税の納付には、便利な
口座振替をご利用ください。�

�
国民健康保険税の課税�
�
�
　平成18年度の国民健
康保険税は、別表のとお
り課税され、7月上旬に納
付書をお届けします。�

①所得割額�

②資産割額�

③均等割額※1�

④平等割額※1�

課税最高限度額�

国民健康保険税�

医療給付費分（全被保険者）�

平成17年中の所得額×4.6％�

償却資産分を除く固定資産税×45％�

被保険者一人あたり  14,000円�

一世帯あたり  19,000円�

530，000円�

①～④の医療給付費分と介護納付金分の合計額�

介護納付金分（40～64歳の被保険者）�

平成17年中の所得額×0.8％�

償却資産分を除く固定資産税×7.5％�

被保険者一人あたり  6,000円�

一世帯あたり  3,500円�

90，000円�

�

国民健康保険税�

◎平成18年度国民健康保険税の課税額（率）�

※1 所得が低い場合は、減額措置があります。�

●INFORMATION 子ども家庭支援センターからのお知らせ／国保だより



●
拡
充
の
内
容

支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で

の
小
学
校
3
年
生
（
9
歳
到
達
後

最
初
の
年
度
末
）
ま
で
か
ら
、
小

学
校
6
年
生
（
12
歳
到
達
後
最
初

の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
充
さ
れ
、

併
せ
て
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

●
認
定
請
求
の
手
続
き

新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ

る
児
童
の
保
護
者
は
、
認
定
請
求

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
制
度
改
正
に
伴
う
新
規
請

求
は
平
成
18
年
9
月
30
日
ま
で
受

け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的

に
4
月
1
日
（
又
は
支
給
要
件
に

該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
平
成
18
年
度
に
小
学
校
4
年
生

（
平
成
8
年
4
月
2
日
〜
平
成

9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
の
児

童
が
い
る
保
護
者
の
方

こ
れ
ま
で
当
該
児
童
に
係
る
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
場
合
は

特
段
の
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◇
平
成
18
年
度
に
小
学
校
5
年
生

お
よ
び
、
6
年
生
（
平
成
6
年

4
月
2
日
〜
平
成
8
年
4
月
1

日
生
ま
れ
）
の
児
童
が
い
る
保

護
者
の
方

こ
れ
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
な
い
保
護
者
の
方
は
認
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
保

護
者
の
方
は
額
改
定
認
定
請
求
の

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◇
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保

護
者
の
方

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
（
別
表

参
照
）
に
よ
り
新
た
に
児
童
手
当

を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
方
は
認
定
請
求

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の

①
申
請
者
が
厚
生
年
金
等
の
加
入

者
の
場
合
は
健
康
保
険
被
保
険

者
証
ま
た
は
、年
金
加
入
証
明
書

②
所
得
証
明
書（
八
丈
町
公
簿
で
確

認
で
き
る
場
合
は
省
略
で
き
ま
す
）

③
印
鑑

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所

町
住
民
課
厚
生
係
ま
た
は
、
町

各
出
張
所

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課
厚
生
係
　
内
線
2
3
2

●
第
八
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
4
月
1
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合

に
、
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
支
給
要
件
有
り
）

請
求
期
限
は
、
平
成
20
年
3
月

31
日
ま
で
で
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
民
課
厚
生
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
課
厚
生
係
　
内
線
2
3
1
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平
成
１８
年
4
月
1
日

よ
り
児
童
手
当
制
度

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

戦
没
者
のご

遺
族
の
皆
様
へ

0人�

1人�

2人�

3人�

4人�

5人�

460.0 �

498.0 �

536.0 �

574.0 �

612.0 �

650.0 

532.0 �

570.0 �

608.0 �

646.0 �

684.0 �

722.0 

扶養親族等の数� 自営業者等�
（国民年金加入者）�

被用者等�
（厚生年金等加入者）�

（単位 ： 万円）�
●別表�

番売却区分号�
1�
2�
3�
4

見  積  価  格�
 2,600,000�
 12,180,000�
 4,520,000�
 1,690,000�

 

財  産  所  在  地 �
 中之郷2930番地4 �
 大賀郷7602番地3 �
 大賀郷4422番地4 �
 大賀郷4422番地7 

地積・床面積（㎡）�
1,774�
2,291�
   936�
   303�
�

地目/種類�
畑（現況宅地）�

山林�
山林（現況畑）�

山林�
�

不動産の概要�
地上権の物件有り�

平地�
斜面（私道共用道路）�

三角地斜面�
※物件1に関しては農業委員会の農地資格証明書が必要です。�

税のおしらせ�税のおしらせ�
　税金は、福祉、教育、建設等に充てられる大切な財源です。�

　町では、文書や電話または訪問による再三の催告にもかかわらず、

納税相談や納付がないときは、納期限内に納付された方との不公

平をなくし、また、行政サービスの財源を確保するため、法律に基

づき大切な財産（給与、預貯金、不動産等）を差し押えし、公売を実

施しております。�

納期内にきちんと納めましょう。�

納税は便利な口座振替でどうぞ！
�

�
■問い合わせ　　税務課税務係　内線221

期限内納付にご協力を�

差押財産の売却(随意契約)
町では下記の差押財産の売却を行います。       �
●売却物件……表1      �
●売却方法……随意契約（先着順）       �
●売却場所……八丈町役場税務課       �
●売却期間……平成18年7月3日から平成18年9月29日まで       �
●買受申込の方法……売却期間内（土曜日、休祭日を除く）に買受申込
書を提出してください。       �

●買受人となるべき者の決定…売却機関内（土曜日、休祭日を除く）に
最初に買受申込をした者について、買受人となるべき者に決定します。�

●売却決定の日時……買受人となるべき者を決定する日から起算して
7日を経過した日       �

●買受代金の納付の期限……売却決定の日       �
■問い合わせ……税務課税務係　TEL 04996-2-1121  内線 222、223

●表1

■納期限および口座振替日�
◎7月31日(月)�
固定資産税2期分�
国民健康保険税1期分�

●INFORMATION 児童手当制度が拡充／戦没者のご遺族の皆様へ／税のおしらせ



○老
医
療
受
給
者
証
は
、
10
月

か
ら
の
法
改
正
に
伴
な
い
現
役
並

み
所
得
者
に
係
る
患
者
負
担
の
割

合
が
2
割
か
ら
3
割
に
変
更
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
8
月
の
更

新
の
際
に
対
象
と
な
ら
れ
る
方
に

新
た
な
老
医
療
受
給
者
証
を
郵
送

い
た
し
ま
す
。

※
3
割
に
変
更
と
な
る
の
は
、
10

月
か
ら
で
す
。
9
月
30
日
ま
で

の
患
者
負
担
の
割
合
は
2
割
と

な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

健
康
課
　
高
齢
福
祉
係

電
話
2
│
5
5
7
0

島
内
で
は
、
昨
年
夏
期
の
水
の

事
故
は
5
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
方
の
初
診
時

の
程
度
は
、
5
割
以
上
が
重
症
で

す
。
遊
び
や
仕
事
に
夢
中
に
な
っ

て
い
る
と
水
の
怖
さ
や
危
険
を
忘

れ
が
ち
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
を

防
ぎ
、
尊
い
命
を
守
る
た
め
日
ご

ろ
か
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

海
や
河
川
、
プ
ー
ル
で
は
小
さ

い
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
し
、
遊
泳
中
や
水
遊
び
中
は
大

人
が
付
き
添
う
。

飲
酒
後
や
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
時

は
、
遊
泳
を
し
な
い
。

海
で
は
、
気
象
状
況
に
注
意
を
払

い
、
天
候
の
変
化
に
応
じ
て
、
遊

泳
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
中
止
す
る

と
い
っ
た
危
険
回
避
を
心
が
け

る
。磯

釣
り
や
海
上
で
の
レ
ジ
ャ
ー

を
楽
し
む
と
き
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

家
庭
内
で
は
水
が
浅
い
ビ
ニ
ー

ル
プ
ー
ル
や
浴
槽
で
も
溺
水
の
危

険
が
あ
る
の
で
、
乳
幼
児
の
遊
び

で
は
必
ず
大
人
が
付
き
添
う
。

高
齢
者
が
入
浴
し
て
い
る
と
き

に
は
、
家
族
が
声
を
か
け
た
り
、

入
浴
を
介
助
す
る
。

乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、
乳

幼
児
が
単
独
で
入
れ
な
い
よ
う

に
、
浴
室
に
鍵
を
か
け
る
か
、
浴

槽
の
水
は
抜
い
て
お
く
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

八
丈
町
消
防
本
部

庶
務
係
2
│
０
１
１
９

「
花
火
遊
び
は
、
迷
惑
に
な
ら
な

い
場
所
と
時
間
と
後
始
末
」

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を

よ
く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ

う
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所

で
遊
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

③
バ
ケ
ツ
な
ど
に
水
を
用
意
し

て
、
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し

ょ
う
。

④
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火

を
つ
け
た
り
、
風
の
強
い
日
は

花
火
遊
び
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

八
丈
町
消
防
本
部

庶
務
係
　
２
│
０
１
１
９
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「
○老
医
療
受
給
者

証
」
に
つ
い
て

水
の
事
故
を
防
ご
う

使
用
法
・
警
告
・
注
意
を

守
ろ
う
！

●一般曹候補学生�
　○受験資格　�
　　18歳以上24歳未満�
　○受付期間�
　　8月1日～9月8日　�
　○試験期日�
　　1次試験　9月16日�
�
●曹候補士�
　○受験資格　�
　　18歳以上27歳未満�
　○受付期間�
　　8月1日～9月8日�
　○試験期日�
　　1次試験　9月16日�
�
●2等陸・海・空士�
　○受験資格　�
　　18歳以上27歳未満�
　○受付期間�
　・男子�
　　年間を通じて受付�

　・女子（8月採用）�
　　自衛隊東京地方連絡部大�
　　田出張所へお問合せください�
　・女子（3・4月採用）�
　　8月1日～9月8日�
　○試験期日�
　・男子�
　　受付時にお知らせ�
　・女子（8月採用）�
　　受付時にお知らせ�
　・女子（3・4月採用）�
　　9月24日・25日�
�
●航空学生�
　○受験資格　�
　　21歳未満の高校卒業者�
　　（卒業見込み含む）�
　○受付期間�
　　8月1日～9月8日�
　○試験期日�
　　1次試験　9月23日�
�

●看護学生�
　○受験資格　�
　　24歳未満の高校卒業者�
　　（卒業見込み含む）�
　○受付期間�
　　9月8日～9月29日�
　○試験期日�
　　1次試験　10月15日�
�
■問い合わせ�
　自衛隊東京地方連絡部�
　大田出張所�
　電話  03－3736－4271�
　電子メール�
　tkyplo12@orion.ocn.ne.jp�
　ホームページ�
　http://www16.ocn.ne.jp/̃jieitaio/

自衛官募集�自衛官募集�

●INFORMATION 「○老医療受給者証」について／水の事故を防ごう／使用法・警告・注意を守ろう／自衛官募集



●
年
金
を
請
求
さ
れ
る
み
な
さ
ま

へ
裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
皆
様
の
年

金
加
入
記
録
を
基
に
受
給
資
格
の

確
認
を
行
い
ま
す
。
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
権
を
満
た
し
、
厚
生
年

金
の
加
入
期
間
が
12
ヶ
月
以
上
あ

る
方
（
60
歳
で
受
給
権
が
発
生
す

る
方
）
に
は
、
60
歳
に
達
す
る
3

ヶ
月
前
に
、
65
歳
で
受
給
権
が
発

生
す
る
方
及
び
60
歳
か
ら
64
歳
の

方
で
既
に
受
給
権
が
発
生
し
て
い

て
未
請
求
の
方
に
は
、
65
歳
に
達

す
る
3
ヶ
月
前
に
「
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁
定
請

求
書
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

年
金
の
請
求
は
誕
生
日
の
前
日

か
ら
に
な
り
ま
す
が
、
以
前
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
が
あ

る
方
は
、
そ
の
共
済
組
合
か
ら

「
年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
書
」

を
発
行
し
て
も
ら
い
添
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
確
認
通
知
書

は
、
交
付
の
請
求
を
し
て
か
ら
自

宅
に
郵
送
さ
れ
て
く
る
ま
で
に
約

1
ヶ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
裁
定
請
求
書
を
出
さ
れ

る
全
て
の
方
に
共
通
の
添
付
書
類

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
「
年
金
手
帳
」
も
し
く
は

「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」

②
﹇
単
身
者
﹈

請
求
さ
れ
る
方
の
生
年
月
日
の

確
認
の
た
め
に
「
戸
籍
謄
本
（
戸

籍
の
全
部
事
項
証
明
）」、「
戸
籍

抄
本
（
戸
籍
の
個
人
事
項
証
明
）」、

「
戸
籍
の
記
載
事
項
証
明
書
（
戸

籍
の
一
部
事
項
証
明
）」、「
住
民

票
（
コ
ピ
ー
不
可
）」、「
住
民
票

記
載
事
項
証
明
書
」
の
う
ち
1
点
。

﹇
配
偶
者
又
は
子
が
い
る
﹈

配
偶
者
（
子
）
の
生
年
月
日
及

び
配
偶
者
（
子
）
と
請
求
者
の
身

分
関
係
を
証
明
す
る
た
め
に
「
戸

籍
謄
本
」
を
1
点
及
び
、「
生
計

同
一
等
の
証
明
の
た
め
に
「
世
帯

全
員
の
住
民
票
（
コ
ピ
ー
不
可
）」

を
1
点
。

③
印
鑑
（
認
印
で
可
）

④
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た
こ

と
が
あ
る
方
は
「
雇
用
保
険
被
保

険
者
証
」、「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
」
、
「
船
員
失
業
保
険
証
」
、

「
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給

（
不
支
給
）
決
定
通
知
書
」
の
う

ち
1
点
。

こ
の
ほ
か
、「
住
民
票
上
世
帯

を
別
に
し
て
る
」、「
住
民
票
上
住

所
が
違
う
（
単
身
赴
任
、
就
学
、

病
気
療
養
等
）
」
配
偶
者
や
子

（「
18
歳
以
下
」
又
は
「
20
歳
未
満

で
障
害
等
級
1
級
も
し
く
は
2
級

の
状
態
に
あ
る
」）
が
い
る
場
合

は
、
他
に
添
付
書
類
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
の
受
給
権
は
誕
生

日
の
前
日
か
ら
発
生
し
ま
す
。
戸

籍
や
住
民
票
の
発
行
日
は
誕
生
日

の
前
日
以
降
で
、
な
る
べ
く
裁
定

請
求
書
の
提
出
日
近
く
の
も
の
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
毎
年

必
要
で
す
！

日
本
国
内
に
住
む
全
て
の
人

は
、
20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
保
険
料

の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
本
人
の
所
得
が
一
定

以
下
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請

に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
家
族
の
方
の
所
得
は
問
い
ま
せ

ん
。）
年
金
手
帳
又
は
、
基
礎
年

金
番
号
通
知
書
、
印
鑑
、
学
生
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（「
在
学
証
明
書
」
又
は
「
学
生
証

の
写
し
」）、
退
職
（
失
業
）
し
た

方
の
場
合
は
そ
れ
を
確
認
で
き
る

書
類
（
雇
用
保
険
受
給
者
証
又
は
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の

写
し
）
を
ご
用
意
の
う
え
、
住
民

登
録
を
し
て
い
る
市
区
町
村
役
場

国
民
年
金
担
当
窓
口
に
て
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
経
済
的
な
理
由
等
で
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
又
は
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
学
生

の
方
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。）

こ
の
う
ち
、
30
歳
未
満
の
若
者
を

対
象
に
し
た
「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」
は
、
他
の
年
齢
層
に
比
べ

て
所
得
が
少
な
い
若
年
層
（
20
歳

代
）
の
方
が
、
基
準
額
以
上
の
所

得
が
あ
る
親
（
世
帯
主
）
と
同
居

し
て
い
る
こ
と
で
保
険
料
免
除
制

度
を
利
用
で
き
ず
、
将
来
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

の
を
防
止
す
る
た
め
納
付
を
猶
予

し
（
10
年
間
）、
保
険
料
を
後
払

い
で
き
る
制
度
で
す
。
所
得
基
準

額
は
全
額
免
除
と
同
じ
で
す
が
、

申
請
者
本
人
の
前
年
所
得
が
審
査

の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
配
偶
者

が
い
る
方
は
配
偶
者
の
方
の
所
得

も
審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。）

こ
の
よ
う
な
、
免
除
・
若
年
者

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
制
度

を
ご
利
用
の
際
は
、
原
則
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
が
遅
れ
る

と
申
請
日
前
に
生
じ
た
不
慮
の
事

故
や
病
気
に
よ
る
障
害
に
つ
い

て
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
全
額
免
除
又
は
、

若
年
者
納
付
猶
予
（
一
部
納
付
を

除
く
）
が
承
認
さ
れ
た
方
が
、
申

請
時
に
翌
年
度
以
降
も
申
請
を
行

う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
希
望
さ
れ

た
場
合
は
、
翌
年
度
以
降
は
あ
ら

た
め
て
申
請
を
行
わ
な
く
て
も
継

続
し
て
申
請
が
あ
っ
た
も
の
と
し

て
自
動
的
に
審
査
を
行
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
の
申

請
者
記
入
欄
を
お
読
み
に
な
り
、

○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
申
請
用
紙
を
印
字

（
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
）
し
、
必
要

事
項
を
記
入
、
押
印
の
う
え
、
添

付
書
類
と
と
も
に
住
民
登
録
し
て

い
る
市
区
町
村
役
場
へ
郵
送
で
申

請
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
保
年
金
係
内
線
2
3
6

港
社
会
保
険
事
務
所

０
３
（
5
4
0
1
）
3
2
1
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sia.go.jp
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国
民
年
金

国
民
年
金�
国
民
年
金

国
民
年
金�

●INFORMATION 国民年金



●
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納
付

猶
予
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
受

け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を

全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。（
別
表（
1
）参
照
）こ
れ
ら
の
期

間
は
10
年
以
内（
例
え
ば
、
平
成
18

年
4
月
分
は
平
成
28
年
4
月
末
ま

で
）で
あ
れ
ば
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き

ま
す
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を

増
額
す
る
た
め
に
も
追
納
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
追
納
す
る

場
合
は
、
保
険
料
の
免
除
も
し
く

は
納
付
猶
予
、
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

3
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納

す
る
場
合
に
は
承
認
を
受
け
た
当

時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。な

お
、
平
成
18
年
度
中
に
追
納

す
る
場
合
の
加
算
額
を
含
め
た
具

体
的
な
追
納
額
（
月
額
）
は
、
別

表
（
2
）
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
保
険
料
の
追
納
に
は
納
付
書
が

必
要
で
す
。
社
会
保
険
事
務
所

で
納
付
書
を
作
成
し
ま
す
の

で
、
電
話
等
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
の
後
払
い
（
追
納
）
は
、

保
険
料
が
高
く
な
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
安
く
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
経
済
的
に
余
裕
が
あ

る
場
合
に
は
「
口
座
振
替
の
早

割
制
度
」
や
「
保
険
料
の
前
納

制
度
」
を
利
用
す
る
方
が
、
保

険
料
が
割
引
に
な
り
お
得
で

す
。（
別
表
（
3
）
参
照
）

交
通
安
全
、
ご
み
の
減
量
化
、

火
災
予
防
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス

タ
ー
と
火
災
予
防
の
標
語
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
作
品
の
中

か
ら
、
優
秀
作
品
を
使
用
し
て
、

広
報
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
す
。

●
交
通
安
全
･
ご
み
減
量
化
ポ
ス
タ
ー

○
応
募
資
格

小
学
校
5
・
6
年
生
、
中
学
生

○
応
募
上
の
注
意

①
B
4
サ
イ
ズ
の
画
用
紙

②
作
品
に
は
テ
ー
マ
に
あ
っ
た

標
語
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
と
火
災
予

防
の
標
語

○
応
募
資
格

小
学
校
3
年
生
〜
6
年
生

○
ポ
ス
タ
ー
応
募
の
注
意

①
B
4
サ
イ
ズ
の
画
用
紙

②
ポ
ス
タ
ー
内
の
文
字
は
「
火

の
用
心
」
だ
け
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

○
標
語
応
募
の
注
意

①
B
5
サ
イ
ズ
の
用
紙
に
大
き

く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
作
品
も
裏
面
に
作
者

の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

学
校
名
、
学
年
、
組
を
明
記
し

て
、
9
月
5
日
（
火
）
ま
で
に

学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係
　
内
線
2
1
1

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地

以
外
（
住
宅
・
駐
車
場
・
資
材
置

場
な
ど
）
の
用
途
に
転
換
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
「
農
地
」
を
転
用

す
る
に
は
、
農
地
法
（
第
4
条
・

第
5
条
）
の
許
可
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
許
可
無
く
転
用
す
る
こ
と

は
「
違
反
」
と
な
り
、
違
反
者
に

対
し
て
「
工
事
の
中
止
」、「
現
状

回
復
」
な
ど
の
罰
則
規
定
が
あ
り

ま
す
の
で
、
転
用
す
る
計
画
が
あ

る
場
合
は
、
事
前
に
農
業
委
員
・

農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
観
光

課
内
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局
　

電
話
2
│
1
1
2
1

内
線
2
6
1
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交
通
安
全
・
ご
み
の
減
量
化
・

火
災
予
防
の
ポ
ス
タ
ー
と
火
災

予
防
の
標
語
を
募
集
し
ま
す

農
地
の
転
用
に
は
許

可
が
必
要
で
す
！！

制度名 �

全額免除 �

1/4納付 �

1/2納付 �

3/4納付 �

若年者納付猶予 �

学生納付特例 �

納付月額                    �

0円 �

3,470円 �

6,930円 �

10,400円 �

0円 �

0円 �

年金額の計算 �

1/3 �

1/2 �

2/3 �

5/6 �

入りません �

入りません �

●別表（1） 免除制度等を利用した時の保険料納付月額と年金額の計算�

※ただし、一部納付制度については納付月額を納めない場合、承認された�
　一部免除が無効になり、未納と同じ扱いになりますのでご注意ください。       

←受給資格期間に入ります�

←受給資格期間に入ります�

●別表（2） 過去に学生納付特例の承認をうけた年度の保険料を�
　　　　　 平成18年度に追納する場合の額（月額）�

●別表（3） 国民年金保険料納付額(平成18年度）�

年　度  �
　平成8年度の月分�
　平成9年度の月分�
平成10年度の月分�
平成11年度の月分�
平成12年度の月分�
平成13年度の月分�
平成14年度の月分�
平成15年度の月分�
平成16年度の月分�
平成17年度の月分�

�

全額免除者�
16,480 �
16,260 �
16,010 �
15,400 �
14,800 �
14,230 �
13,690 �
13,490 �
13,300 �
13,580 �

半額免除者�
ー �
ー �
ー �
ー �
ー �
ー �

6,840 �
6,740 �
6,650 �
6,790 �

← 追納加算額はありません�
← 追納加算額はありません�

区　分�

保険料額�

納付書による前納�

口座振替による前納�

1ヶ月分�

13,860�

ー�

13,810�
（50円割引）�

6ヶ月分�

83,160�

82,480�
（680円割引）�

82,220�
（940円割引）�

1年分�

166,320�

163,370�
（2,950円割引）�

162,830�
（3,490円割引）�

●INFORMATION 交通安全・ごみの減量化・火災予防ポスター／農地の転用には許可が必要
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　いよいよ夏期シーズンを迎え、島を訪れる方々が増える時期にむけ、6月12日に関係各団体の
代表による、夏期対策懇談会が開催されました。�
　懇談会では、各団体が安全面やトラブル防止のための対策を実施することが決められました。�
　空港・港湾施設の交通対策や次のことについて、皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。�
�

夏期安全対策について�夏期安全対策について�

●ご協力をお願いします� ●平成18年　夏期の道路交通案内図�

7月16日（日）～8月31日（木）�
午前8時30分から午後11時�

対策日時：�
□底土港�
　混雑緩和のため、さん橋内
へは「営業車ステッカー」を掲
示した車両以外は入れなくな
りますのでご注意ください。�
□八重根港�
船客待合所前の広場は駐車禁
止です。車両はお役様の乗降
後すみやかに移動してください。�

□八丈島空港�
ターミナル前の路上駐車は全
面禁止です。車両を止めたま
ま短時間でも運転者が車を離
れると違法行為となりますの
でご注意ください。また、駐車
場の混雑緩和のため、上京に
伴う長期にわたる駐車はお控
えくださいますようお願いしま
す。�

�
○来島者によるレンタカー、レン
タバイク、レンタサイクルの利
用が多くなるので、お互いに注
意してください。�

○八丈島警察署では、空港港湾
施設や海水浴場、釣り場、キャ
ンプ場などにおいて警戒を実
施します。また、交通違反の指
導取締りを強化します。�

○遊泳禁止（赤旗又は看板）を、
底土、横間、ヤケンヶ浜、旧八重
根、乙千代ヶ浜、藍ヶ江、洞輪沢
の各海水浴場に、状況に応じて
表示します。�

○沿岸でプレジャーボートなどを
使用する際には、遊泳者に十分
注意を払い、運転してください。�

○釣りの際には一人での釣行を
避け、救命具を着用し、波やう
ねりには細心の注意を払ってく
ださい。�

○周辺海域では、水中銃の使用
禁止のほか、イセエビ、トコブシ、
テングサなどの水産動植物を
とることなどが制限されていま
す。�

○夏期に向け、食中毒や伝染病な
どの発生を防止するため、十分
な注意を払ってください。�

�
■問い合わせ�
　産業観光課観光商工係　�
　内線268

民宿�

商店�

至
大
中
上�

至
河
口�

予約タクシー�

東海汽船�
待合所�

ト
イ
レ�

狭
い
道�

　
進
入
禁
止�

さ
ん
橋�

一般車・営業者�

駐車場�

一般車・営業者�

駐車場�

駐車禁止区域� 　進入禁止�

●バス・タク シー乗降場�

バス・�
タクシー�

一般・営業車�

芝生�芝生�

釣具店�

食堂�

トイレ�

船上げ場�

船上げ場�

公衆電話�

海� 海�

底土海岸�
（海水浴場）�

公　園�

合札コンテナ○�

トイレ�

トイレ�

芝生�芝生� 芝生�

商店�
至
護
神�

至神湊�

食堂�

飲食店� ペンション�

芝生�

東海汽船�
待合所� 広場� 一般・営業車�

駐車場�

一般・営業車�
臨時駐車場�
（8:30～11:00）�

生鮮食品荷捌場�一般・営業車駐車場�

営業車駐車場�

関係車両以外進入禁止�

●�
タクシーのりば�

さ
ん
橋�

工
　
事�

事
務
所�

ダイビング�
ショップ�

階
段
階
段�

階
段�

○�
タクシー・一般降車位置一般降車位置�
○�
タクシー・一般降車位置�

■観光■観光�
　案内所　案内所�
■観光�
　案内所�

下
船
客
歩
行
者�

至南原至南原�
　千畳敷　千畳敷�
至南原�
　千畳岩海岸�

●神湊（底土）港�

●八重根港�

※待合所前は駐車禁止区域です。�

一方通行�一方通行�

一方通行�

●�
タクシーのりば�

ト
イ
レ�

シ
ャ
ワ
ー�

※底土さん橋内は営業者ステッカー車�
　以外進入禁止です。�

●INFORMATION 夏期安全対策について
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第３４回　八丈島夏まつり��第３４回　八丈島夏まつり��第３４回　八丈島夏まつり��
■期　　間　　　7月23日（日）～25日（火）�
■会　　場　　　商工会館通り�
� 　　　　　　　　　　　　　　　参加者募集�
■申し込み　　　八丈町商工会　　電話2－2121�
■募集期間         7月3日（月）～7日（金）�

午前8時30分～午後5時まで�
○夜店出店者　　�
　◇資　　格　営業に必要な許可を持っている商工会員�
　◇条　　件　①夜店出店の趣旨に準じ、低価格で子どもにも喜

ばれる商品の提供が可能なこと。�
　　　　　　　②公序良俗に反する商品の販売および酒類の提

供はできません。　�
　　　　　　　　※出店場所は、申込書の提出順にさせていただきます。�
　　　　　　　　　      なお、飲食店関係の店舗については1区間2品までと�
　　　　　　　　　　　させていただきます。�
○大売出し加盟店�
　◇資　　格　商工会会員�
■問い合わせ　八丈町商工会事務局　　電話2－2121�
�

　ことしも運営については、ご賛同いただいている商店や事業所などをはじめ、多くの町民の方々から寄
付金を募って行っていきますので、ご理解、ご支援のほどよろしくお願いいたします。�
　寄付をいただける方は事務局までご一報ください。集金に伺わせていただきます。また、協賛箱を商工
会、観光協会、協力をいただいている商店などに設置していますのでよろしくお願いいたします。�
　振込みをご利用の方は次の口座までお願いいたします。�
�
・七島信用組合　八丈島支店　普通2058831�
　八丈島納涼花火大会会長　沖山重彦�
  （ハチジョウジマノウリヨウハナビタイカイカイチヨウ　オキヤマシゲヒコ）�
�
●大会開催日�
　　8月11日（金）（悪天候時は翌日に延期）�
　　底土港にて開催�
�
■問い合わせ�
　八丈島納涼花火大会実行委員会事務局�
　　TEL 04996（2）1121（内線267）  FAX 04996（2）4437　�

八丈島納涼花火大会�八丈島納涼花火大会�

●INFORMATION 第34回八丈島夏まつり／八丈島納涼花火大会
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（仮称）八丈町汚水処理推進協議会委員を公募します
本協議会では、住みよい暮らしと環境を守るため汚水処理施設の早期整備に向けて、住民の皆様とさまざまな課題

について意見を交換します。

●募集人員 2名

●応募資格 20歳以上の八丈町在住の方

（町のほかの公募委員になっている方は、応募できません）

●応募方法

申込用紙に、住所・氏名・年齢・電話番号・職業を明記の

うえ、企画財政課企画情報係へ提出してください。

なお、申込用紙は各出張所と企画財政課企画情報係にあり

ます。

●応募締切 平成18年7月10日（月）厳守

●そ の 他 報酬・交通費等は支給されません。

平成17年度下半期（10月～3月）　ＡＮＡ有償搭乗者数確定�

●路線別利用率�

10月�
11月�
12月�
1月�
2月�
3月�
計�

羽田＝八丈島�
15,296�
16,125�
15,835�
15,650�
13,498�
21,543�
97,947

羽田＝八丈島�
57.8�
57.7�
59.6�
58.4�
61.1�
82.7�
62.8

大島＝八丈島�
15.4�
12.1�
18.1�
18.3�
26.0�
52.1�
23.6

1,195�
965�

1,254�
1,269�
1,474�
3,936�
10,093

16,491�
17,090�
17,089�
16,919�
14,972�
25,479�
108,040

14,519�
15,372�
14,897�
17,237�
12,814�
18,574�
93,413

1,972�
1,718�
2,192�
△ 318�
2,158�
6,905�
14,627

13.6�
11.2�
14.7�
△ 1.8�
16.8�
37.2�
15.7

10月�
11月�
12月�
1月�
2月�
3月�
計�

大島＝八丈島�
有償搭乗者数(人）� 対　比�

合　計� 前年度実績� 増減(△）� 伸び率�

（％）�

夏の八丈島・主なイベント予定�

17日（月） 　     みなと感謝祭�
22日（土）～23日（日） サーフィン大会�
23日（日）～25日（火） 八丈島夏まつり�
29日（土）～30日（日） 愛らんどリーグ2006�

フットサル大会�

  6日（日） 八丈島浜遊び�
   サマーコンサート�
11日（金） 納涼花火大会�

●INFORMATION おじゃれハガキ／夏の八丈島イベント／平成17年度下半期有償搭乗者数／汚水処理推進協議会
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便　名�

822�

850（844）�

826�

830

八丈発�

09:05�

11:55�

16:00�

17:30

大島着/発�

→�

12:35/13:05�

→�

→�

羽田着�

09:50�

13:35�

16:45�

18:15

便　名�

821�

823�

843（849）�

829

羽田発�

07:40�

10:30�

13:25�

16:05

大島着/発�

→�

→�

14:00/14:30�

→�

八丈着�

08:30�

11:20�

15:05�

16:55

機種�

A320�

B735�

B735�

A320

機種�

A320�

B735�

B735�

A320

�

羽田＝八丈島�

大島＝八丈島�

普 通 運 賃�

17，800�

15，900

往復割引（片道）�

11，300�

11，200

特　割   1�

11，300�

10，700

八丈島乗継きっぷ�

11，300�

―�

【ANA】TEL／0120-029-222（携帯電話の場合 0570-029-222）�

【東海汽船】TEL／2-1211�
「さるびあ丸」「かめりあ丸」�
三宅島・御蔵島経由　東京竹芝－八丈島 〈東京竹芝発22：30　八丈島発10：10〉�

7月の航路ダイヤ�

●АＮА８２２便にて上京�
● 平成18年度要望活動�
● 第14回東京海区漁業調整委員会�
● 平成17年度全国漁港海岸防災協  
会監査�

● 平成18年度町村長個別連絡会�
● マン島観光振興調査打ち合わせ�
● ANA８２１便にて帰島�
�
�
● ANA８２２便にて上京�
● 香川県土庄町・高松市行政視察�
● （財）漁港漁場漁村技術研究所�
　 第37･第38回評議員会�
● ANA８２１便にて帰島�
�
�
● ANA８２２便にて上京�
● 愛らんどフェアー島じまん２００６�
● イギリス（マン島）観光振興視察�
● ANA８２３便にて帰島�
�
�

14日�
～19日�

21日�
～24日�

26日�
～6月3日�

5月�5

平成17年度
東京都島嶼町村一部事務組合情報

公開実施状況の公表

東京都島嶼町村一部事務組合の情報公開制度

（平成16年条例第1号）は、島しょ9町村の住民

の組合行政への参加をより一層推進するととも

に、組合の公正な運営を確保することを目的に

制定され、毎年1回の情報公開実施状況を公表

することとなっています。

平成17年度の情報公開実施状況を次のとおり

公表いたします。

●平成17年度東京都島嶼町村

一部事務組合情報公開実施状況

請求件数　　0件

公開件数　　0件

以上

■問い合わせ

東京都島嶼町村一部事務組合　総務課

TEL03－3432－4961

●INFORMATION 東京都島嶼町村一部事務組合情報公開／町長上京日記／航路ダイヤ



SCHEDULE
2006 保� 上老�

町　立�
八丈病院� 保健所�

坂上老人�
福 祉 館�

三� 大� 樫� 中� 末� 保福�

三　根�
公民館�

大賀郷�
公民館�

樫　立�
公民館�

中之郷�
公民館�

末　吉�
公民館�

八丈町保健�
福祉センター�

町病�

八丈町役場　出張所／三根：2-0349　樫立：7-0003　中之郷：7-0002　末吉：8-1003 100%再生紙を使用しています。�

7月�

イギリス・マン島視察�イギリス・マン島視察�

休　業　日�

�ふれあいの湯�

みはらしの湯�

ザ・BOON�

やすらぎの湯�

３日（月）、１０日（月）、２４日（月）、３１日（月）�

４日（火）、１１日（火）、１８日（火）、２５日（火）�

５日（水）、１２日（水）、１９日（水）、２６日（水）�

６日（木）、１３日（木）、２０日（木）、２７日（木）�

�

�

皮膚科�

甲状腺科�

耳鼻咽喉科�

糖尿病教室�

診　療　日� 診療時間�

９：００～�

９：００～�

９：００～�

１３：３０～�

�

５日（水）、１９日（水）�

８日（土）�

２４日（月）～２８日（金）�

２１日（金）（会場：町立八丈病院会議室）�

�

�

町立病院�
臨時診療日�

温泉休業日�（受付時間／8：00～11：00）�
※新規患者の方は、８：３０から受付となります。�
※皮膚科は原則として予約診療となります。�

びん�びん� 資源資源�資源� 害�害� 金属�金属�　　　・・・燃えるゴミ　　　　　・・・空きびん　　　　　・・・資源ゴミ　　　　　・・・有害ゴミ　　　　　・・・金属ゴミ�燃�燃�7月のゴミ分別回収�

三　　根� 大　賀　郷� 樫立・中之郷・末吉�
日� 月� 火� 水� 木� 金� 土� 日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�

金属金属�金属�

金属金属�金属�

害�害�
燃�燃� 金属金属�金属�

害�害�
燃�燃� 金属金属�金属�

金属金属�金属�

金属金属�金属�

金属金属�金属�

金属金属�金属�

日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

害�害�
燃�燃�

びん�びん�

びん�びん�

金属金属�金属�

金属金属�金属�

金属金属�金属�

金属金属�金属�

資源資源�資源�

資源資源�資源�

資源資源�資源�

資源資源�資源�

資源資源�資源�

資源資源�資源�

資源資源�資源�

資源資源�資源�

資源資源�資源�

資源資源�資源�

資源資源�資源�

資源資源�資源�

燃�燃�

びん�びん�

ふれあいの湯：１７日（月）海の日は休まず営業します。�

２３�
３０�

２４�
３１�

２３�
３０�

２４�
３１�

２３�
３０�

２４�
３１�

１�

８�

１５�

２２�

２９�

�

７�

１４�

２１�

２８�

６�

１３�

２０�

２７�

５�

１２�

１９�

２６�

４�

１１�

１８�

２５�

３�

１０�

１７�

�

２�

９�

１６�

�

�

１�

８�

１５�

２２�

２９�

�

７�

１４�

２１�

２８�

６�

１３�

２０�

２７�

５�

１２�

１９�

２６�

４�

１１�

１８�

２５�

３�

１０�

１７�

�

２�

９�

１６�

�

１�

８�

１５�

２２�

２９�

�

７�

１４�

２１�

２８�

６�

１３�

２０�

２７�

５�

１２�

１９�

２６�

４�

１１�

１８�

２５�

３�

１０�

１７�

�

２�

９�

１６�

�

日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�

図書館休館日�

図書館休館日�

図書館休館日�

図書館休館日�夏まつり�

樫�１０：００～１２：００�

高齢者健康教室�
�三�１０：００～１２：００�

樫�

生活習慣病健診�

高齢者健康教室�
�末�１０：００～１２：００�

高齢者健康教室�
�大�１０：００～１２：００�

高齢者健康教室�
�

海の日�
図書館休館日�

夏まつり�夏まつり�

図書館休館日�愛らんどリーグ�

愛らんどリーグ�

こども心理相談�
保福�９：００～１６：００�

がん検診� 中�

生活習慣病健診�
がん検診�

こども心理相談�
保福�９：００～１４：００�１歳６ヶ月児健康診査�

保福�１３：１５～１４：１５�

２歳児歯科健康診査�
保福�９：１５～１０：００�

保福�９：３０～１1：００�
おやつ教室�

保福�９：３０～１０：３０�

すくすく相談�
�

２７� ２８�２６�２５��

２２�

２９�

２１�１９�１８�１７�１６�

２４�２３�

３１�３０�

１５�１３� １４�

２０�

１２�１１�１０�９�

８�５� ６� ７�４�３�２�

１�


